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			一

　緑豊かな国として知られるジルラフォレストの中心都市サンクラート。

　閑静な街並みに溶け込んだ立派な外観の本屋から、ひとりの学生が華奢な腕に本を三冊抱えてほくほく顔で出てきた。

「……楽しみ」

　胸の高鳴りを抑えきれないままに、サンクラートアカデミーの男子学生服に身を包んだ、リア・ミルバルトは可憐に微笑む。

　続く形で店から出てきた侍女のルイスに小さく咳払いされ、店先で立ち話をしていた町民たちから向けられていた視線に気づき、リアはさりげなく顔を背けた。

　そのままふたり揃って急ぎ足でその場を離れたあと、辺りに人がいないのを確認しつつ、向き合う形で足を止めた。

「リアお嬢様。……私はこの辺りで失礼いたします」

　不安いっぱいに囁き掛けてきたルイスを安心させたくて、リアは明るく笑顔を返す。

「ありがとう。心配しないで、完璧に役目を果たしてみせるから」

「お側にいられないのは心苦しいです。一週間が経ちましたら、すぐに私もセイン様と共にお迎えに上がりますから、それまで頑張ってください」

　リアが力強く頷くと、ルイスは深く頭を下げて名残惜しそうに踵きびすを返した。

　常に一緒にいて頼りにしていた存在が離れていくことに不安と心細さを感じ表情を曇らせるが、アカデミーに着く前から挫けてもいられない。「頑張るぞ！」と自分を鼓舞し、歩き出した。

　リアは正真正銘の女の子であるが、こうして男子の学生服を着ているのには訳がある。

　双子の兄であるセイン・ミルバルトに代わって、これからサンクラートアカデミーで試験を受けることになっているのだ。

　かろうじて覚えているゲームマップからアカデミーの位置にあたりをつけて北に向かって進むが、大通りに出たところで本当にこの方向で合っているのかと徐々に不安になっていく。

　通りを行き交う人に問えば答えてくれるだろうが、アカデミーの制服を着ているのに分からないのかと変な目で見られてしまうだろう。しかも、怪しまれてしまったことで身代わりがバレるようなことになってしまったら元も子もない。

　やっぱり、ルイスに場所を確認しておけばよかったと後悔するが、今更遅い。

　リアは足を止め、晴れ渡った空を見上げて、なんでこんなことになってしまったのだろうと、小さくため息をついた。

　ルイスに確認するのを躊躇ためらったのには、……誰にも言えない秘密があるからだ。

　引きこもり気味であっても、この町で生まれ育ったリア。半年ほど前には、入学試験を受けにサンクラートアカデミーへひとりで訪れているため、本当なら場所を知っていて当然だった。

　しかし、今ここに立っているリアはサンクラートアカデミーの場所はもちろん、街並みすら、初めて目にする状態だ。

　初見でないのは、身につけている男子制服くらい。この制服は、ゲーム機の画面越しに見ていた。リア・ミルバルトとしてではなく、蔦田つただ莉愛りあとして。

　自分の記憶を頼りにもう少し北上してみようと、気を取り直して再び歩き出した時、通りの少し先をヨボヨボと横切っていく茶色い毛の塊に目が止まった。

　毛艶もいまいちで痩せ細っている老犬は、休息を挟むようにその場でしゃがみ込む。

　通行人から「邪魔だ」と声を荒げられても体力が残っていないのか、それとも耳が少し遠くなっているのか、あまり反応はない。

　リアの持ち物は先ほど購入したマフィン四つと、三冊の本に学生証くらいだ。

　さすがにマフィンはあげられない。他にも何かあげられそうなものを買っておけば良かった。

　そう後悔しながら、まるでしょんぼり肩を落としているかのような格好の老犬を見つめていると、前方で人々がざわめき出した。

　視線を移動し、一頭の馬が暴れている光景に思わず目を見張る。しかも、宥めようとしていた人々の間から馬は飛び出し、リアへと荒々しく向かって来た。

　一心不乱に突進してくる様子に、本を持つリアの手が恐怖で震える。リア、そして莉愛の身に起こった重苦しいふたつの記憶が呼び起こされたためだ。

　怖い。……でも、逃げなくちゃ。あの日の二の舞になってはいけない。

　強張った両足を必死に動かし、道の端へ避けようとしたが、その場から動かない犬に気づいてしまい、あぁと奥歯を噛み締める。

　リアは持っていた本を投げ出すように手放し、老犬へと駆け寄る。中型犬ほどの大きさの犬を両手で抱えあげ、すぐさまそこから離れようとしたが、視界に荒れ狂う馬の姿を捉えてしまい、恐怖で足が竦んでしまった。

　我を忘れて迫り来る馬との衝突を覚悟した瞬間、腕を掴まれ、後ろへと強く引っ張られた。

　そのままリアは、自分を支えてくれた逞しい腕に背中をもたれさせる形で、すぐそばにある美麗な横顔へと視線をのぼらせる。

　やがて、走り去っていく馬を見つめていた黒い瞳が、ゆっくりとリアへ向けられていく。

「おい、セイン。なぜ風の魔力を発動させない。危ないだろ」

　深い艶のある黒髪、煌めきを持つ黒い瞳、綺麗な白い肌。低くて甘い美声。紛れもない美青年に、リアは大きく目を見開く。

「ル、ル、ルーシアス王子！」

　思わず叫んでしまい、ルーシアスにあっけにとられた顔をされてしまったが、そんなことはどうでも良かった。

　目の前に、あのルーシアス王子がいる。二番目に大好きなキャラとのご対面に、リアは歓喜に打ち震えながら、ルーシアスを見つめ続けた。

　喜んでいるのは、リアの中にいる蔦田莉愛。ルーシアスは莉愛が大好きな乙女ゲーム、『フラワームーンナイト』シリーズの一作目に出てくるキャラなのだ。


　事の始まりは、一ヶ月ほど前に遡る。


　日本では季節が初夏へと移りゆく中、ゲームソフト販売店を出た莉愛は、弾むような足取りで家路を急いでいた。

　胸元に大事に抱えている黒色のビニール袋の中身は、購入したばかりの乙女ゲーム『フラワームーンナイト３』。イケメンキャラとの恋愛を軸に、勉学、魔法の修行や自分磨きなど、魔法学校で濃密な一年間を過ごすゲームである。

　中学二年生の時、廉価版で購入した１が面白かったため、その時新しく発売されたばかりだった２もすぐに購入。２のメイン攻略キャラであるスカーレット王子に心を射抜かれ、時間を忘れてどっぷりのめり込む。

　中学三年の受験シーズンに突入したあとは、現実の辛さをスカーレット王子の激甘ボイスに癒されながら乗り越え、高校に無事合格。

　そして入学から三ヶ月経ち、待ちに待った『フラワームーンナイト３』の発売日。

　予定通り学校帰りに店に寄って、たった今、予約していたソフトを無事ゲットしたところである。

　特典のクリアファイルをじっくり眺めたい気持ちを抑えながら、自然と歩く速度が上がっていく。

「楽しみすぎる」

　呟きと共に、莉愛の口元が緩む。今日は金曜。月曜日は創立記念日の代休のため、飛び跳ねたくなるほど嬉しい三連休。今夜から睡眠時間もそこそこに、ゲーム三昧の休日を送る予定なのである。

　スカーレット王子にハマりまくった２のように、最新作の３でも心ときめくキャラに出会えるだろうかと、これまで繰り返し見てきた公式サイトのトップページに大きくでている白銀の髪色をしたメインキャラのすまし顔を思い浮かべた。

　笑みを堪えきれないままに、大通りから住宅街の路地へ入った時、茶色でふわふわとした毛並みの小型犬が、道をこちらに向かってとぼとぼと歩いてくる姿が莉愛の視界に飛び込んできた。

　その姿が愛犬のモカにそっくりで、思わず目を見張る。

　ドキリとはしたものの、二年前にモカは亡くなっているのをすぐに思い出し、浮かれ切っていた心にほんの少しだけ切なさが混ざっていく。

　雰囲気が似ているなと微笑ましく見つめていたが、周囲に飼い主の姿は見当たらない。

　迷子かもと心配になりモカ似の小型犬から目を離せないでいると、前方でタイヤの擦り切れる甲高い音が響き、莉愛はハッと顔をあげた。

　白いワゴン車が乱暴な運転で角を曲がってやってきた。

　車がすれ違うのも気を使うような道幅しかなく、危ないなと眉間にしわが寄ったけれど、その後ろからパトカーが続いて入ってきたため、スピードが出ている理由をすぐさま理解する。

　警察から逃げているのだろうその車は、スピードを落とす気配がまったくない。しかし、その先にはモカ似の小型犬がいる。

「早く逃げて」と震える声で願いを呟くが、近づいてくる暴走車に気づいた犬の動きは、怯えから完全に止まってしまった。

　このままでは車に轢ひかれてしまう。怯える姿に愛犬が重なり、二度もモカを失いたくないと、莉愛の中で強い思いが一気に膨らむ。

　気がつけば駆け出していた。抱えていたゲームソフトが入った袋を放り出し、モカ似の犬を抱きあげる。すぐさま踵を返して離れようとしたが、足がもつれてしまいその場に膝をついてしまった。

　容赦なく迫ってくる車。冷えていく心の片隅であぁもうダメだと悟ると同時に、視界に不思議な映像が割り込んできた。

　見えたのはほんの一瞬。我を忘れたように荒々しく近づいてくる馬。

　今のは何と感じたのも束の間、馬は白い車へと姿を戻す。莉愛は犬を庇うように抱きしめて、クラクションが鳴り響く中でぎゅっと目を瞑った。

　衝撃と痛みに襲われ、冷たい道路の上に横たわる。緊張の面持ちで警察官が呼びかけてくるけれど、声やざわめきなど聞こえていた音が徐々に消えていった。

　痛みは……感じず、まるで夢の中の出来事のよう。

　視界にモカ似の小さな顔が現れ、助けられて良かったと安堵したその時、また違う世界が視界に割り込んできた。

　空ではなく洋風な天井を背後に、心配そうな顔で覗き込んでくるのはメイド姿の若い女性。

　見えた世界はすぐにぼやけて、現実が戻ってくる。わずかに頭を動かして捉えた黒い袋に、莉愛は心の中で嘆息した。

　ゲームしたかったな、と。

　新作ももちろんプレイしたかったし、スカーレット王子にももう一度会いたかった。

　最推しの優しい微笑みと甘い声音を思い出し、莉愛は小さく笑みを浮かべて目を閉じた。

　フラワームーンナイトの世界なら、こんな危機に陥っても間一髪でスカーレット王子が助けてくれただろう。

　そうぼやきたくもなるけれど、すぐにそれは違うなと心の中で否定する。助けてもらえるのはヒロインだけだからだ。

　ヒロインじゃないから危機は避けられない。だって実際に、私は暴れ馬に襲われたじゃないか。

　自分で出した結論へ莉愛が一拍遅れて疑問を抱いた時、暗転した意識下にゲームでよく見るメッセージウィンドウが現れ出た。

　ゲームをしたかったという願いが具現化したような気持ちになっていると、メッセージウィンドウに「……」と三点リーダーが浮かんでは消え、また浮かんでは消えていった。


「……様！　……リアお嬢様！」


　やがて文字が浮かび、声まで聞こえてきて、莉愛はゆっくり瞼まぶたを持ち上げる。

　自分を覗き込むのは赤い髪を後ろで一つに束ねたメイド服姿の女性で、先ほどチラついた光景の中にいた人物と同じだった。彼女の表情は不安で強張っていたが、目が合うと同時にホッと息をつく。

「あぁ、良かった。意識を取り戻されて」

　手に温かな手がそっと触れ、他者の体温を感じ取った瞬間、弾けるようにメッセージウィンドウは消え、ぼんやりとしていた意識が覚醒する。

　車に轢かれて倒れたはずなのに、目覚めたのは病室ではなく見知らぬ部屋の中。

　自分は柔らかなベッドに横たわっていて、脇からメイドのような女性に手を握り締められている状態だ。

　ここはどこ？　あなたは誰？　私はいったいどうなってしまったの？

　聞きたいことは山ほどあるのに、思うように言葉が出てこない。莉愛が体を起こそうとすると、女性が「まだ横になられていた方が」と慌てながらも手を貸してくれた。

　二十畳近くあるだろう広い部屋の中にはアンティーク調の家具が並ぶ。何よりも目を引くのは壁一面の大きな書棚で、そこにはぎっしりと本が詰まっていた。

　寝転がってゲームをしていたベッドや、受験期にかじり付いていた机、漫画本の詰まった小さな書棚のある六畳ほどの洋室が自分の部屋のはずなのに、ぼんやり室内を見つめていたら思ってしまったのだ。

　ここは私、……リア・ミルバルトの部屋だと。

　その瞬間、頭に思い浮かんできたのは、ジルラフォレスト国にて十六年前にミルバルト公爵の長女として生を受け、人付き合いが苦手ではあるものの、これまで何不自由なく暮らしてきたリア・ミルバルトとしての記憶の断片だった。

　両方の人生の記憶が混ざり合ったことで脳が処理しきれずに混乱し、リアはぐらぐらと目眩めまいに襲われる。

　頭を抱えたまま背中を丸くして蹲うずくまったリアに女性……侍女のルイスは再び慌てふためく。

「リアお嬢様、しっかりしてください！　主治医がお見えになっていますから、すぐに呼んできますね」

　急ぎ足で部屋を出ていく小柄なルイスの背中を見つめながら、リアは気怠く息を吐き出す。

　前世と現世か、はたまた並行世界で生きるふたりの自分か。どう言い表すべきなのかわからないが、莉愛とリアが繋がったきっかけは事故だろうと予想する。

　莉愛としては暴走車に、リアとしては暴れ馬と正面衝突している。

　車に轢かれるその前に一瞬見えた馬が迫る光景がまさにそうで、体当たりで強く押し倒され、頭を打って意識を失った。

　両手を広げ見てから、そっと自分の頬に触れ、そして指先ですくい上げた髪の毛先に視線を落とす。

　長さは莉愛の時と同じで肩より少し長いほどだけれど、色は黒ではなくまるで蜂蜜のよう。

　どこか人ごとのような気持ちになるのは、体は確かにリア・ミルバルトなのにその記憶は断片のみで、思考は蔦田莉愛と言っていい状態だからかもしれない。

　リア・ミルバルト。心の中で自分の名前を繰り返すと、心に何かが引っかかった。重要なことを忘れているような、そんな気持ちになっていく。

　なんだろうと首を傾げた瞬間、莉愛だった時の記憶がふっと脳裏にチラついた。

　自室の机の上にいつでもパッケージのイラストを見られるようにと並べて飾り置かれた『フラワームーンナイト』の１と２。それぞれに攻略対象が描かれていて、１はルーシアス王子、２はスカーレット王子と、メインキャラが目立つ構図となっている。

　再び引っ掛かりを覚えたけれど、ズキっと頭が痛んで思考は途切れた。

　こめかみを指先で揉みながらリアは改めて室内を見回す。分厚い本がぎっしり詰まった本棚に圧迫感を感じ、なおかつ三つあるうちふたつの窓がカーテンで閉められているからか、部屋は薄暗い。

　リアとしてはそんな部屋で静かに過ごすのが好ましく、唯一開かれた窓の近くの椅子に座って読書をするのが至福の時間なのである。

　しかし、莉愛的には今すぐカーテンを開け放ち、陽光で部屋を満たしたい。

　思いのままにベッドから降りようとした瞬間、部屋の外からバタバタと足音が聞こえてくる。

　慌てて元の位置に戻ると同時にバタリとドアが開いて、男性がふたりと女性がひとり、室内に雪崩れ込んできた。

「どこか痛みはありますか？」

　真っ先にベッド脇にやってきて、そう話しかけてきた白髪交じりの白衣の男性は、先ほどルイスの話に出た主治医だ。

　主治医はすぐさま、軽く首を横にふったリアの瞳を覗き込み、「失礼します」と手首に触れて脈を診る。すると主治医の手が眩まばゆく輝きだし、同時に温かさが伝わってきた。

　思わず目を見張るも、他のふたりに驚く様子はない。それもそのはず、リアが生きてきたこの世界には、魔法というものが存在しているからだ。

「あぁ、私の可愛いリア。お前の意識が戻らず、この一週間生きた心地がしなかったが、本当に良かった。安心した」

　続けて話しかけてきた五十代後半くらいの男性は、パスアル・ミルバルト。そして何も言わぬまま、涙を流しながらリアを抱きしめてきた四十代後半の女性が、メイリー・ミルバルト。

　彼らが両親だと分かるのに、会いたいと恋しく思ってしまうのは莉愛の両親の方だった。

　突然の事故でひどく悲しませてしまっただろうなと切なさで胸が苦しくなり、リアは顔を強張らせたまましばらく動けなかった。


　もしかしたら、これは夢かもしれない。そう思いながら眠りについた夜もあったが、リアとしての日々は途切れなかった。

　リアの体を乗っ取ってしまったような罪悪感に苛まれたり、莉愛の両親を思い涙したりと塞ぎ込んでいたが、一ヶ月を過ぎた頃から、現状を受け止めようという気持ちが心の中に芽生えだす。

　どんなに忙しくても朝晩必ず様子を見にリアの部屋へやって来て他愛ない話をするパスアル、メイリーもベッドの傍でリアのためにとベロア素材の細紐を編んでいくつも髪紐を作ってくれた。

　ルイスはリアの様子を細やかに察しつつ楽しい会話で明るい空気を作り、他の使用人たちも花を摘んできてくれたり、美味しい焼き菓子や料理を作ってくれた。

　たくさんの気遣いや優しさをもらう日々に、不安で強張っていた心が徐々に解けていく。

　居心地の良さまで感じ始めれば不安定だった気持ちも安定していき、リア・ミルバルトとして生きられている奇跡のような今を大切にしたいと思えるようになったのだ。

　窓際に置かれた一人がけのソファーに腰掛けていたリアは、たった今読み終えた本をぱたりと閉じて、目尻に溜まっていた涙を指先で拭う。

「……とても感動的だったわ」

　書かれている文字は日本語ではないけれど不思議と理解でき、もともと読書好きだったこともあってかここ最近はずっと小説を読み耽ふけっている。

　サイドテーブルに本を乗せて立ち上がり、リアは書棚へ向かう。ざっとタイトルを眺めながら、ゆっくり右へ右へと進んでいく。

『魔法理論』、『ジルラフォレストの歴史』、『サンクラートの鉱物と植物』などなど。書棚に本は多くても、中身はどれも小難しいものばかり。

　小説は書棚の右側、五段あるうちの最上段の一角にほんの数冊あるだけだった。

　次に読む本は決めてある。厚みが五センチはあるだろうそれに笑いかけてから、リアは意気揚々と踏み台に上って手を伸ばした。

　背伸びをしつつなんとか引き抜くも、重みもあってか本を掴み損ね、あろうことか手から顔面目掛けて滑り落ちてきた。

「いっ、いたーーい！　……うっ、うわわ！」

　本がぶつかってきた痛みで涙目になると同時に足元がぐらつき、見事に踏み台から落ちて尻餅をつく。

「いててて」

　額とお尻に受けたダブルの痛みに半べそになっていると、廊下からバタバタと駆け寄ってくる足音が聞こえてきて、勢いよく扉が開かれた。

「リア、大丈夫か！」

　リアとして目覚めたあの日同様、父親と主治医が焦り顔で室内に飛び込んできたが、本棚の前で座り込んでいるリアの姿にあっけに取られたらしくポカンと口を開ける。

「大きな物音に驚いて飛んできたが……何をしている？」

「本を取ろうとして、失敗してしまったの」

　本棚の最上段を指差しながらリアが答えると、パスアルが呆れ顔でため息をついた。

「本を取りたいならルイスに頼めばいいものを。倒れたのかと慌てたじゃないか」

「心配かけてごめんなさい。次からはもう少し気をつけるわ」

　父親へと苦笑いで返事をしてから、自分の元へやってきた主治医に対して前髪を手でかき上げて、リアは痛みを訴えかけた。

　主治医も顔を綻ばせながら、光り輝く手でリアの額に触れる。

「本がぶつかって来た拍子に踏み台からも落ちて、お尻も痛いの」と笑顔を交えて状況を説明していたが、ふっと自分を見つめるパスアルの視線に気づいて小首を傾げる。

「あの、お父様、……どうかなさいました？」

　何か変に思われてしまったかしらとリアは身構える。しかし、見つめ合って数秒後、パスアルは眩しそうに目を細めた。

「久しぶりに笑顔のリアを見たような気がしてね。セインより、やはりリアの方が可愛いらしさは上だな」

「父さん、いくら双子でも、男の僕と比べられたらリアが気を悪くしますよ」

　父の後ろから現れたもうひとつの姿に、リアは大きく目を見開く。

　蜂蜜色の髪を後ろで束ね、華奢な体格。肌は色白、目鼻立ちもはっきりとし、その微笑みは愛らしい。

　一瞬誰だろうと戸惑うも、手を繋いで遊んだ幼き頃の記憶がすぐに浮かび上がってきて、一見すると女性のように見える彼へとリアは満面の笑みで話しかけた。

「セイン、戻ってきていたのね。アカデミーはどう？　楽しい？」

　セインは、リアの双子の兄だ。エリートばかりが集うサンクラートアカデミーの入学試験に半年前に合格し、学生として寮生活を始めるべく家を出たのが三ヶ月前のこと。

　顔を見るのは久しぶりで嬉しくて、主治医の手が自分から離れると同時に少しばかり身を乗り出して訴えかけると、セインもパスアルと同じように呆気に取られた顔をする。

「馬に吹っ飛ばされたって聞いたからものすごく心配していたけれど、とっても元気そうで安心したよ。なんなら以前よりも明るくなったみたいだ」

　言いながらセインはリアの傍で片膝をついて、柔らかな白い頬に手を伸ばす。

「父さんじゃないけど、笑顔のリアは本当にかわいい。妹相手にドキドキしちゃった。兄をこんな気持ちにさせて、いけない子だな」

　激甘のセリフが艶っぽく発せられ、瞬時にリアは凍りつく。

「い、いやですわお兄様。私たちほぼ同じ顔ですのに。とんだご冗談を」

　おほほと笑いながらも、セインの手を振り払ったリアの指先がわずかに震えていたのは、かけられた言葉の糖度に対する動揺だけではなかった。

　セインの言葉で、今度は莉愛のとある記憶が脳裏をよぎる。

　それは『フラワームーンナイト１』に登場する可愛らしさと色気を共存させたとあるキャラが、ヒロインの頬に触れながら『笑顔の君は本当にかわいいね。僕をドキドキさせてどうするつもり？　いけない子だね』と囁きかける一場面。

　破壊力抜群の美麗スチルも手伝って莉愛は悶絶したのだけれど、リアは混乱の渦にのみ込まれていく。

　改めてセインの顔を見つめると記憶と現実が繋がり始め、まさか、嘘でしょ、ありえないと、頭の中で現実を否定する言葉も飛び交いだした。

　可愛くて色っぽく、風の魔力を持つそのキャラの名前は、セイン・ミルバルト。今目の前で微笑んでいるのも……セイン・ミルバルト。

　女性のように可愛らしい顔。しかし、言動はすこぶるチャラい。……そして、身につけているのはゲームに登場するキャラたちが着ている制服。似ているどころじゃない、完全一致レベルだ。

　混乱は続くが、リアはセインから目を離せない。

「先生、リアはまだ安静にしていた方が？」

「いえ、無理のない範囲で日常生活を送る分には、問題ないと思います」

「そうか、ありがとう。下がっていてくれ」

　パスアルの問いにリアの主治医はゆるりと首を縦に振り、「何かありましたらお呼びください」と頭を下げたのち、部屋を出て行った。

「……ふう。助かった」

　セインはおもむろに前髪をかきあげて気の抜けた顔をして見せる。リアはその横顔に釘付けのまま、心の中で「尊い！」と大きく吠えた。

　フラワームーンナイトシリーズでの最推しは２のスカーレット王子ではあるものの、１のお気に入りはルーシアス王子だった。

　決してセインではなかったのに、至近距離で見る彼の顔面偏差値は半端ない。シリーズ通して根強い人気のあるキャラなだけある。

　そこでリアはハッとし、部屋の片隅に置かれた鏡台へと慌てて歩み寄る。鏡に映った自分を瞳に宿せば、なぜこの一ヶ月気づかなかったのかと口元が緩むのを堪えきれない。

「……リ、リア・ミルバルト！」

　自分の名前を呟いた声が歓喜で震える。

　先ほど無意識に双子だから顔がそっくりと口走ったが、目の前にある自分の顔はセインとあまり似ているようには見えない。

　蜂蜜色の髪に白い肌など、構成するものは一緒だけれど、髪の毛は以前から手入れを怠っているためあまり艶がなく、なおかつ、ここ数日頼りないランプの灯りで夜中まで本を読み耽っているため目の下にはくまがある。

　セインがキラキラした陽ならリアはどんよりな陰。放っている雰囲気が違うから、双子の兄妹ではなく、微妙に似ている他人のよう。

　しかし、そんな見た目も莉愛にとっては見慣れているもの。実は、リア・ミルバルトはやり込んだ『フラワームーンナイト２』の登場キャラなのである。

　２の舞台である、ムーンライレスアカデミーにヒロインとともに入学し、友情を深める。一方で、スカーレット王子に片想いをしているため、ヒロインがスカーレット王子ルートに入ると、一転して恋のライバルキャラにもなるのだ。

　攻略キャラは各シリーズ五人ずつ。それぞれに火、水、風などの魔力を有している。

　恋のライバルになる女子キャラも攻略キャラの人数に合わせて五人ずつ。可愛らしくてきらり輝く魅力のある女性キャラがずらりと並ぶ中、スカーレット王子ルートのライバルキャラであるリアは異質だった。

　セインの双子の妹だけあってよく見ると可愛らしい顔はしているのだが、厚底メガネをかけていて化粧っ気もなく、髪なども適当に束ねた感じで無頓着、いつも俯き加減であまり喋らず自己主張も少ない。

　それでもメイン攻略対象キャラのライバル役のポジションなのは、ずば抜けた天才だから。スカーレット王子はリアのそこを気に入っているため、ヒロインがめでたく王子とハッピーエンドを迎えるためには、試験でリア超えの成績を叩き出し（これがめちゃくちゃ大変）、なおかつ容姿の数値も高くなくてはいけない。

　陰気で本ばかり読んでいて人付き合いが苦手なキャラではあるけれど、スカーレット王子に初めての恋をして、不器用ながらも一途に彼を思う姿は健気だった。

　そして、パラメーターをうまくあげられず、恋に敗れノーマルエンドになってしまった場合も、攻略対象と結ばれたライバルキャラたちは揃って嫌味に思えるくらいのラブラブっぷりをアピールしてくるのに、リアは違う。

　友達以上恋人未満のような空気を保ったまま、恋人ではなく配下として仕えるという主従関係をスカーレット王子と築くのだ。

　そんな控え目な態度とセインの妹ということもあって、ＳＮＳ上でスカーレット推しの女子たちからも、友好的な意見が飛び交っているほど。推しキャラに熱狂的であるが故に、ライバルキャラに辛辣なファンが多いこのゲームでは、珍しい傾向である。

　そして……今、十六歳。『フラワームーンナイト２』のリアの年齢は確か十七歳だった。あと一年後、もしかしたらスカーレット王子のご尊顔をこの目で拝める日が来るかもしれない。

　生身のスカーレット王子。同じ空気を吸えるだけで、幸せすぎて発狂しそう。

　頬に手を当てて、鏡に映る自分に歓喜の笑みを浮かべていると、セインがリアの肩にそっと手を乗せ、微笑みながら鏡を覗き込んできた。

「どうしたの？　今日はご機嫌だね」

　そっと横に視線を移動すれば、目の前にセインの美麗な顔。兄妹であっても近すぎる距離に思わず目を見開く。

「……そ、そりゃあもう。セインに久しぶりに会えたからに決まっているじゃない」

　条件反射のように、兄が喜ぶであろう言葉がリアの口をついて出てきた。

　すると、感激した様子で瞳を潤ませたセインにきつく抱きしめられ、リアは胸をドキリと高鳴らせる。

「あぁ、リア！　なんて嬉しいことを言ってくれるんだ。本当にリアは可愛い。このまま誰のものにもならず僕だけのリアでいてね。死ぬまで一緒。約束だよ」

　しかし、抱きしめたまま陰気に囁かれた言葉にリアは半目になる。

　兄妹揃ってゲームに登場することはないけれど、セインはシスコンな一面があり、ちょくちょく妹を褒めるセリフが飛び出す。

　とは言え、セインの妹大好き発言は微笑ましいなと感じる程度だった。

　そのためリアが２のヒロインに「兄の愛が重い」とこぼした時には「そこまで？」と笑ってしまったのだが、……確かにこれは重い。

　セインに抱きしめられ、頭を撫で回される。「やめてよ」と突き飛ばしたい気持ちは湧き上がったが、同時にそうした結果ひどく拗ねられてしまいご機嫌取りが大変だった幼い頃の記憶が頭の中にチラついたため、リアは衝動をグッと抑えた。

　リアが真顔でされるがままになっている間に室内へと入ってきたルイスへ、パスアルが命じた。

「医師から問題ないとお墨付きをもらった。予定通り、リアは今日の午後出発させる。準備を頼む」

　自分の名前が飛び出して、何の予定があったっけと眉根を寄せる。セインはやっとリアから腕を解き、微笑みかけた。

「馬に体当たりされ一週間も意識が戻らなかったって聞いたからどうなることかと思ったけれど、大丈夫そうだね。試験よろしく」

「し、試験？」

　呟き返して数秒後、控え目に心の奥に潜んでいた記憶が浮上し、リアはその事実に唖然とする。

　思い出したのは、約半年前の記憶。サンクラートアカデミー入学における筆記試験が行われたその日、試験を受けにアカデミーにやってきたのはセインではなく、男装しセインの振りをしたリアだった。

　どうしてリアがセインの代わりに筆記試験を受けたのか。それはセインが……実は、お勉強のできない、おバカな子だからである。

　ゲームでの設定は間違いなく秀才キャラ。学年一位にルーシアス王子、二位にセインという順番は、年間を通して一度も変わらなかった。

　普段は女子を口説いたりとチャラいのに、試験期間になるとセインは一変し、目の下にくまを作って、髪の毛もボサボサになってしまうくらい勉強に没頭する。

　記憶をたぐり寄せながら、待てよとリアは動きを止める。目の下にくま、髪の毛がボサボサの人物は先ほど鏡越しに目にしたばかり。もしかしたら試験期間中にゲームで登場していたのはセインではなく、セインの振りをしたリアだったのかもしれない。

　別人のように切り替わるところがより秀才さを際だたせていると、ＳＮＳ上ではセインのギャップにハマった女性ファンが目立っていた。

　そして莉愛も憑依型秀才キャラとしてセインを認識していたというのに、……これではただのチャラいシスコンでしかない！

　この事実だけは知りたくなかったと涙で視界を滲ませてから、突きつけられた要求に大変だと顔を強張らせる。

「……あのー。私が代わりに試験を受けるよりも、セインが受けた方が良いと思います」

　父と兄に恐々と訴えかけると、ふたりの驚愕の眼差しがほぼ同時に突き刺さってきて、リアは口ごもる。

「なあに不安になることはない。筆記試験の期間はたった一週間だけ。ただ試験を受けるだけでいいんだ」

　リアの気乗りしない様子に、パスアルは焦りを隠せぬまま、言い聞かせるように娘に優しく話しかけた。一方、セインは「そっかぁ」と呟いて、リアの思いを受け入れるようににこりと笑う。

「嫌なら仕方ないね。リアが言う通り、僕が自分で受けるよ。でもまあそうなると一回目の試験で早速脱落するかもだし、今のうちに謝っておこうかな。ごめんね、父さん！」

「かっ、軽く言うな！　ミルバルト公爵の嫡男がサンクラートアカデミーを卒業できないだなんて、とんだ笑い者だ。……と、とにかく、今更後には引けない。セインは優秀なままで卒業してもらう。リア、どうか力を貸してくれ」

　パスアルはセインにピシャリと言い放ちつつリアに歩み寄り、白く華奢な手を縋るように両手で掴んだ。あまりにもの必死の形相に、「お、お父様」とリアは口角を引きつらせる。

　力になれるならそうしたいけれど、リアとしての記憶が全く出しゃばってこない今、中身はほぼ莉愛だと言っていい。

　ゲーム上でもプレイヤーが試験問題を答えたわけではない。ボタンを押せば、さらりと試験期間は終了する。

　答案用紙を目の前に、天才と名高いリアの記憶や知識をうまく引き出すことができなかったら、代わりに試験を受けたところで何ひとつ答えられずに終わる。

　それならば、いくら馬鹿とは言え実際に学んでいるセインの方がマシな結果になるのではないだろうか。

「……じ、実はまだ少し頭がぼうっとしますの。だから期待に応えられるかどうか不安で」

　こめかみのあたりを手で押さえ、それらしい理由を口にして、リアは困り果てたような父の眼差しから顔を背けた。

「リア、いったいどうしたんだ。人見知りにもかかわらず、半年前はあんなに張り切っていたじゃないか。大丈夫だ！　入学試験の時だって、誰にもバレずにやり遂げられたのだから」

　肩を掴んでいる大きな手がプルプルと震えているのを虚ろに見つめながら、「そう言われましても」とリアが返答すると、パスアルは小さく息をつき、冷たい声音で続けた。

「……ここで引くというのなら、父さんもリアとの約束をなかったことにする。それでも良いんだな？」

「お、お父様！」

　パスアルの言葉に、リアの声が大きくなる。約束の中身は思い出せないのに、リアは確かにその言葉に衝撃を受けていた。

「留学をしたいのなら、今から少しずつ慣れておくべきだ。その予行練習だと思って、一週間サンクラートアカデミーで過ごし、ついでにセインの代わりに試験を受けてきなさい。それができないなら、父さんはリアの留学を許可しない。嫁ぎ先だって、すぐに探すからな！」

　拗ねた声音でそう言いきり、足取り荒く部屋を出ていこうとした父に、リアは慌てて駆け寄る。父の腕を両手で掴んでふるふると首を横に振り、涙を浮かべて必死に引き止めた。

「やります！　試験受けさせてください！　頑張りますから、留学だけは反故にしないで！」

　立場が逆転した姿をセインにぷっと笑われたけれど、気にしてなどいられない。

　留学を条件にセインの身代わりとして入学試験を受けた記憶がぽっと頭に浮かんできた瞬間、点と点が繋がり、状況を把握できたからだ。

　それは一年以上も前のこと。

　普段部屋に引きこもっているリアが自ら外出を希望するのは本屋に行きたい時だけ。

　素晴らしい本との出会いがありますようにと胸を高鳴らせながら久しぶりに本屋を訪れたのだが、その日の店の様子はいつもと少し違い、屈強な男に入り口で止められてしまった。

　店の入り口だけじゃない。店内に視線を向けると、同じように剣を腰に携えた男が数人、立っているのが見えた。

　本を物色するわけでもなく、あたりに目を光らせている彼らがただの客ではないことは、世慣れしていないリアにもすぐに判断がついた。

　いったい誰の護衛だろうか。楽しみな時間のお預けを食らい、迷惑な話だと面白くない気持ちで待つこと十分、慌ただしく男たちが動き出したと思った直後、すらりと背の高い赤髪の男性が店から出てきた。

　その男性の美しい赤い瞳と視線が交わった瞬間、リアの鼓動が一際高鳴った。

　人見知りも手伝って、今まで異性に対し強い苦手意識を持っていた。まともに目を合わせられるのはセインぐらいだったというのに、その男性から目が逸らすことができなかった。

『お待たせしてしまったようですね、すみません。どうかあなたに、素敵な本との出会いがありますように』

　上品で優しい声音、そして温かな微笑み。なんて素敵な人だとぼうっとしていたリアの耳に、男性の後ろに続いた侍従の『スカーレット王子』という呼び掛け声が届く。

　そして、リアは知ったのだ。自分の胸に甘い疼きを残していったこの男性こそが、今朝方、父と兄が話していた隣国ロンダネルから視察に来ている王子その人だと。

　一瞬で恋に落ち、もう一度お姿を拝見したいと願っていたが、翌日の朝には父から王子は国にお戻りになられたと聞かされることに。

　リアは落胆し、しばらく塞ぎ込んでいたが、日が経つにつれ、いつかまた会えたらと夢見る気持ちを強くさせていった。

　そして、サンクラートアカデミーの入学試験が迫ってきたある日、父にセインの代わりに試験を受けてくれないかと話を持ちかけられ、とっさにリアは条件を突きつけた。『ロンダネル国のムーンライレスアカデミーへ留学する許可を』と。

　その頃には、翌々年度、ムーンライレスアカデミーにスカーレット王子が入学予定だということ。そして、ムーンライレスアカデミーの成績優秀者のために、国王がたびたび晩餐会を開いて、それに王族も参加するということもリアは調べ上げていた。

　つまり、入学したらスカーレット王子と同級生になれ、優秀な成績を叩き出せれば同じテーブルに着くこともでき、よりお近づきになれるかもしれないのだ。

　娘から飛び出した条件に、パスアルはしばらく言葉を発することができなかった。内心ではリアに留学など必要ないと考えていたからだ。

　実はずっと、リアの読書好きもやめさせたいと思っていたほどで、さまざまな知識をどんどん吸収し賢くなるよりも、愛嬌を磨いて身分の高い男の元へ嫁いで欲しかったのだ。

　しかしセインの学力が上がらず、皮肉なことにリアの頭脳明晰さに頼らざるを得ない状況へと追い込まれていたため、不本意ではあれどパスアルは娘の要求をのむしかなかった。

　そしてリアは睡眠時間もそこそこに猛烈な勢いで入試対策に取り組み、文句なしの好成績で入学資格をもぎ取ったのだ。

　すべては、スカーレット王子に会うために！

　パスアルは自分の腕を掴む白く柔らかな手に触れつつ、涙目の娘に対し自嘲気味に笑う。

「脅すようなことを言ってしまって申し訳ない。だが父も決して軽い気持ちなどではなく本気だということを理解して欲しい。よろしく頼むよ」

「……はい、お父様。がんばります」

　リアが手を離してこくりと頷くと、パスアルはそっと娘の頭を撫で、部屋を出ていった。

　フラワームーンナイトに登場するアカデミーはどちらもエリート校であり、年に四回ある試験をすべてパスし、卒業するのも大変という設定ではあった。

　試験は筆記と実技があり、筆記試験においては時々カンニングする生徒も現れるほど。もちろんそんな生徒は、発見次第退学という厳しい処罰を受け、再入学の試験を受けることもできなくなる。

　そんな中で、本人ではない人物が代わりに試験を受けていたとバレたら、ミルバルト家の名誉や信頼までも間違いなく失墜するだろう。すべておしまいである。

　リスクを承知の上での頼み事なのだからパスアルが本気なのは疑う余地もなく、リアも引き受けるからには絶対にバレてはいけないとしっかり肝に銘じなくてはいけない。

　パスアルが出ていった部屋の扉を不安に駆られた目で見つめていると、後ろでセインが「なーんだ」と少し残念そうに呟いた。

　いつの間にかセインはリアの机へと移動していた。机上に置かれていた本や洋紙を手にとって眺めては苦笑いする彼の元へ、リアは歩み寄る。

「自信がないっぽかったから、さすがのリアもお手上げだったのかと思ったけど、そうでもないみたいだね。僕がこっそり盗み見たルームメイトの教本よりたくさん書き込みがされてる」

　セインの言葉で、そこに置かれていたのは教本だったのかと初めて理解する。残念ながらそれは触れてすらいないわと口元を引きつらせた一方で、聞き捨てられない台詞にリアはしっかり反応する。

「そ、そうだった。セインにもルームメイトがいるのよね」

　ゲームをしていたから、サンクラートアカデミーの生徒が基本寮生活なのも、セインが誰と同室なのかも知っている。

　同じく攻略対象キャラであり水の魔力を持つキャラ、リカルドだ。

　明るく陽気でスキンシップ過多、それでいて曲がったことが大嫌いな熱い男でもある。身代わりがバレて、セインが自分で試験を受けていないと知られてしまったら、ひと騒動あるのは想像に容易い。

　大丈夫だろうかと不安になっているリアの肩にセインは手を回し、軽く抱き寄せた。

「ルームメイトに関しては問題ないよ。僕が根回しして、試験の間だけは一人部屋状態になれるようにしておいたから」

「ほ、本当に？　ありがとう、ホッとしたわ。さすがセイン」

「当たり前でしょ？　僕の可愛いリアとあのむさ苦しい男が一週間も同室だなんて、考えただけでも気が狂いそうだよ」

　どこまでも真顔でそう言われ、リアは「はは、は」と引きつった声で笑う。

　どうやって一人部屋状態にしてくれたのだろう。まさかリカルドを追い出してしまったとか。想像を巡らせて、リアは不安になる。部屋を追い出されたリカルドに、わだかまりでも抱かれていたら厄介である。

　心配で表情を曇らせたリアをセインはさらに強く抱きしめて、愛しげに頭を撫で始める。

「でも、リアが不安だっていうなら、僕がこのままアカデミーに戻ってもいいんだよ？　父さんには悪いけど、サンクラートアカデミーを退学になったって構わない。将来はリアと一緒に田舎でのんびり暮らす予定だし」

　そんな未来を思い描いていたのかと遠い目をしつつ、リアはさりげなくセインを両手で押し返した。

「だ、だめよ。セインの風の魔力はとっても強力でしょ？　退学になるのも、ましてや田舎暮らしだなんて、もったいないわ」

　セインは座学となるとダメでも実技に関しては申し分ないため、ゲームのエンディング後は王立騎士団へと高待遇で入団している。実力を買われてのことだから、間違いなく将来の活躍も期待されているだろう。

「セインの足を引っ張りたくない。だから精一杯やってみるわ。……でも、試験がうまくいかなかったら、ごめんね」

　リアはセインの目を真っ直ぐ見つめて、真剣に気持ちを伝える。すると、セインはわずかに目を見張ったあと、柔らかく微笑んだ。

「わかった。結果がどうあれ、僕は受け入れるから。リアの好きなようにしていいよ。……それじゃあ今のうちに、必要なことをいろいろ説明しておこうかな」

　美麗スチルを目の当たりにしている気分で、リアは頬を赤らめたままセインを見つめる。

　セインはベッドに移動し腰掛けると、「リア、おいで」と自分の傍をぽんぽんと叩く。すぐに隣に座ったリアへ、制服のポケットから取り出した生徒手帳をセインは手渡す。

　それを両手で受け取ったリアは「わぁ！」と歓喜で声を震わせた。

　手帳はゲーム内での主要アイテムで、フラワームーンナイト２の早期購入特典でもあった。とは言え、特典はただのメモ帳だったけれど。

「最後の方に寮の見取り図が載ってるから、見てくれる？」

「わかった」

「僕の寮の部屋は東館の二階、２１２。印のついている角部屋だから間違えないように。起床に就寝、食事の時間なども生徒手帳に書かれてるから、早めに確認しておくと良いよ」

　言葉通り、二階の角部屋に斜線が引かれていて、リアは神妙な面持ちで頷く。生徒の部屋は二階と三階、一階部分には管理人室と食堂がある。

「ルームメイトはいないようなものだし夜はひとりになるから、絶対に部屋の鍵をかけておくんだよ。僕を狙って室内に侵入しようとするヤツがいるかもしれないから」

「……な、何それ」

「仕方ないよね。僕、可愛いから」

　さらりとセインに言い放たれ、それならリカルドと同室の方が安全だったのではとリアはがっくり項垂れる。

　しかし、すぐに気持ちを切り替えて、ベッドから立ち上がった。試験を受けるのを避けられないのなら、一夜漬けだろうがなんだろうが全力でやるだけだ。

　机の上にある教本を手に取ってぱらりとページをめくり、余白にびっしりと書き込みがされているのを目にした瞬間、リアは息をのむ。

　教本へ一心不乱に文字を書き込んでいた、入れ替わる前のリアの記憶が蘇ってきたのだ。

　と同時に、彼女の知識が一気に迫ってきて視界にチカチカと火花が散る。紙面に書かれている文字の一部が光り輝き、浮き上がったのち、ゆっくりと文字の羅列の中へと戻っていった。

　入学試験前、リアはセインの身代わりを心の底から楽しんでいた。学ぶことへのワクワク感、絶対にムーンライレスアカデミーへ留学するんだという大きな目標、そして、スカーレット王子への甘い恋心が胸に広がり、思わず笑みを浮かべる。

　自分の中にしっかりとリアを感じ取れた事で、もしかしたら試験もうまくいくかもしれないと期待が膨らむ。

「留学の夢を叶えるために頑張らなくちゃね」

　熱く膨らんだ思いを呟いてから教本を閉じて、元いた場所へと戻るべく踵を返し、リアはギョッとする。なぜかセインに不機嫌な眼差しを突きつけられたからだ。

「ど、どうしたの？」

「楽しそうだなと思って」

　リアは戸惑いながら、セインの隣に腰掛けた。何が面白くないのかと想像を巡らせて数秒後、もしかしたらと見当をつける。

「そうよね。私と代わっている間は友達とも会えないし、セインはつまらないわよね」

「……あ、いや。そうじゃなくてさ」

「ねぇ、他に何か私が知っておいた方が良いことはある？　たとえば、この人と仲が悪いから気をつけてとか、……逆に、彼女はお気に入りだから愛想良くしておいて欲しいとか」

　言っていて、徐々に好奇心が湧き上がってくる。これから身をおくのは、『フラワームーンナイト１』のゲームの時間軸と同じ世界。ヒロインとの恋愛フラグを立てつつあるのが誰なのか気になるところであり、もしそれがセインだったとしたら、自分のせいで好感度を下げてしまっては申し訳ない。

　色恋話が飛び出すかもとドキドキしていたが、視線の先でセインの不機嫌さが増していく。

「僕のお気に入りはリアだって事あるごとに言葉にしているのに、どうして伝わってないのかな。おかしいなぁ」

　黒い微笑みを浮かべてそう言ったセインに、リアは思い切り口元を引きつらせた。私の知っているセインは病みキャラではなかったはずだけどと涙目になると、セインはおもむろに手を伸ばしてきた。

「リアの思う通りにとは言ったけど、内心は心配でたまらないんだ。僕の可愛いリアが、一週間も男子寮で生活しなくちゃならないんだよ」

　セインの指先は焦れるような動きで、リアの頬から唇へと移動していく。

「誰かに恋でもしちゃったら、僕、そいつのこと一生恨んじゃうかも」

　ゆっくりとセインの顔が近づいてきて、リアの思考が停止する。

「ま、ま、まったく心配いらないわ。わ、わた、私の恋は一年後に始まりますからっ！」

「……一年後？」

　思わず口走った言葉をセインに重々しく繰り返され、しまったと凍りつく。

「それってどういうこと？　一年後っていったら予定では留学中だよね。前々から気になっていたんだけど、サンクラートではなくムーンライレスアカデミーに、俺の身代わりをしてでも行きたい理由は何なの？」

　追及を受け、リアは唇をきつく引き結んでふるふると小刻みに首を振る。スカーレット王子目当てだなんてうっかり口を滑らせたら、留学を妨害されてしまいそう。

　リアの態度にすっと目を細めて、セインは身を引く。諦めたかと思いきやそうではなく、彼は顎に手を当てて考え始めた。

「ムーンライレスがあるロンダネル国と言ったら、思い浮かぶのがひとりいるんだけど。……もしかして、スカーレット王子に関係してる？」

　誤魔化しなど許さないとばかりに鋭く見つめてくる眼差しに、リアはとうとう耐えきれなくなって、降参するように首を縦に振る。

　表情を失くしたセインに気づけば、一気に焦りが募っていった。

　ゲームのエンディングのうちのひとつみたいに、恋人にはなれなくても、それに近い存在となりたい。スカーレット王子への熱い恋心は必死に隠して、リアは言い訳めいた言葉を慌てて並べた。

「相手は王子様で手の届かない存在だと、私だってちゃんとわかってるわ。ただちょっとだけで良いの。留学中にお姿を拝見できたら、もうそれだけで」

　饒舌気味なリアをじろりと見やってから、セインは「はあ」と盛大なため息をついた。

「前にリアが、スカーレット王子を見かけたって話していた時、とっても嬉しそうだったからまさかとは思っていたけど、本当に一目惚れしていたなんて。……実技で失敗でもして、リアが留学できないようにしちゃおうかな」

「セイン！」

「ははは。やだなぁ、冗談だよ」

「まったく冗談に聞こえないわ！」

　その微笑みが怖いと体を震わせると同時にセインに横から抱きつかれ、リアは一転して、過度なスキンシップに顔を赤らめる。

「僕が無事に卒業できなかったら、父さんが怒り狂ってリアを適当な男に嫁がせようとするだろ？　そっちの方が嫌だよ」

「そ、それは私も嫌です」

「スカーレット王子がリアにとって本当に手の届かない存在であることを、ひたすら願うしかないかな」

　寂しいことを言わないでおくれとこぼしたくなるのをグッと堪えた時、控えめに扉が叩かれ、荷物を抱え持った侍女のルイスが「失礼します」と部屋に入ってくる。

　セインに抱きつかれた格好のままだったためリアは狼狽うろたえるも、ルイスは見慣れた光景だとでもいうように顔色ひとつ変えなかった。

「リアお嬢様、そろそろ時間ですのでお着替えを」

　そう言ってルイスが両手でかざした服は、サンクラートアカデミーの白を基調とした男子の制服。「はい」とリアは返事をし、これ幸いとセインの腕の中から抜け出すようにベッドから立ち上がった。

　そのまま鏡台へ向かったルイスに合わせるようにリアも歩き出した時、セインがポンと手を打った。

「あ、決めた。ロンダネルにしよう」

　嫌な予感がして思わず振り向くと、セインが鼻歌まじりにベッドを離れた。そして、戸口で肩越しにリアへと振り返り、美麗に笑いかける。

「筆記試験の一週間、時間を持て余しちゃうから、僕はロンダネルに遊びに行って来るね。婚約者、恋人、体の関係まで、スカーレット王子のそこら辺の恋愛事情を探ってくるから、楽しみにしてて」

「余計なことしないで、むしろ知りたくないしっ！」

　噛み付くように返したリアの言葉をセインはさらりと聞き流し、にこやかに手を振りながら部屋を後にした。


　バタバタと慌ただしく支度を整え終えて、リアは鏡に写る自分の姿に対して感心の息をもらす。

　さっきまでボサボサだったのに、後ろで綺麗にひとつにまとめて束ねられた髪は癖もなく、艶が増したようにさえ見えてくる。

　身長は五センチほど差があっても、気にならないくらい似たり寄ったりのひょろ長の体型。そのため、元々それほどない胸のボリュームも布をしっかりと巻いて抑えつつ、男子の制服を着てしまうとセインそのものだ。

　さすが双子だと鏡に映る姿に思わず見入ってしまっていたが、すっと自分の後ろにルイスが立ち、鏡越しに苦笑いを浮かべた。

「リアお嬢様。馬車の準備ができました。旦那様方も一階でお待ちです」

「はっ、はい！」

　自分自身にぼうっとしていたのが恥ずかしくて、リアは機敏に鏡の前を離れた。たくさん書き込みをしてある教本と先ほどセインに渡された生徒手帳を、アカデミー指定の灰色の肩掛けカバンに入れて、リアはぎゅっと持ち手を握りしめる。

　この先どうなるのか不安は尽きないけれど、やるしかない。リアは覚悟を決めて、カバンを肩から下げると、戸口で待っているルイスに向かって歩き出した。

　部屋を出て階段を降りると、言葉通り、廊下に両親とセインの姿があった。

「頑張ってね」と心配そうな母に軽く抱きしめられて、リアはできるだけ明るい声で「行ってきます」と言葉を返す。

　しかし、父からは「頼むぞ！　ミルバルト家はお前にかかっている」と檄げきを飛ばされプレッシャーを感じ、かたや兄は「お土産期待していてね」と呑気に笑っていて苛立ちを禁じ得ない。

　リアは緊張の面持ちで「行って参ります」とパスアルに頭を下げ、じろりとセインを見やってから、ルイスと共に屋敷を出た。

　玄関先に止まっている馬車に近づいていくと、御者台から慌てて男性が降りてきて、馬車の戸を開けた。

「よろしくお願いします」

　頭を下げつつ声をかけると、御者が驚き顔になる。

「……あぁ、そうでした。セイン坊ちゃんではなくリアお嬢様でしたね。話し方で気づきましたよ。なにせ見た目がそっくりですから」

「だめです。私たちはもうこの瞬間からセイン様とお呼びするべきです。ですよね？」

「そ、そうね……あ、いや。そうだね、ぼ、僕もそう思うよ」

　脇に立つルイスがすかさず御者を注意する。リアも素で返事をしかけるが、ルイスから鋭い眼差しを受け、咳払いを挟みながら意識的に声を低くして言葉を続けた。

「しかと心得ました。セイン様、どうぞお乗りください」

「あ、ありがとう」

　リアが御者にぎこちなく微笑みかけて馬車の中へ乗り込むと、御者とルイスの使用人ふたりは御者台へと移動する。

　座席に腰掛けて、やや間を置いてから馬車が動きだす。

　リアは口の端に触れて、こっそりため息をつく。口調は真似できても、あの魔性の微笑みまでは無理だろう。

　今は変わってしまったが、ゲームを通して感じていたセインはチャラ男だ。私も息をするように女子生徒を口説かなくてはいけないだろうかと頭を悩ませて、待てよと思いつく。

　試験期間、髪や目の下のくまなど身なりには気を配らず、セインルートで喋りかけても無視される始末だった。

　別人のようだとは思いはしても、結局周りはその偽セインを受け入れていたのだから、ここはあまり難しく考えず、パスアルの言う通りに『ただ試験を受ければいい』。

　近寄り難い雰囲気を放ち、誰ともしゃべらず一週間を乗り越える。仮に自分の態度で誰かの不興を買ってしまったとしても、その後、元々言葉が巧みなセインがなんとかしてくれるだろう。

　気持ちを固めつつ、リアは肩掛けカバンから読み込んでいる教本を取り出す。

　今の自分の使命は試験で悪い点数を取らないこと。明日から試験は始まってしまうのだから、一分一秒も無駄にできない。

　首都サンクラートの中心街に向かい三十分が経った頃、馬車が止まり、外から静かに戸が開けられた。

「セイン様、ひとまずこの辺りで」

　ルイスから囁きかけられ、リアは見ていた教本をバッグの中へ戻して、こくりと頷く。

　馬車を降りたのは、広場の端のひと目につきにくい木陰だった。周囲に花屋やパン屋などの店が軒を連ねているのを見つめながら、リアは小声でルイスに問いかける。

「買うのはなんでも良いのよね？」

　王族は例外とされているが、基本、サンクラートアカデミーの生徒は特別な理由がない限り実家に戻ることを許されていない。

　代わりとして、サンクラートアカデミー近くにあるこのマルシェへの外出は、時間制限や事前申請は必要ではあるが許されている。

　もちろんセインも、街への買い物を理由に外へ出てきているため、ここで何か購入してからリアは戻らなくてはならないのだ。

「えぇ」と言葉が返ってきて、リアのテンションが上がっていく。

「それならお菓子にするわ！　食べてみたかったものがあるの」

　このマルシェにはゲームで何度も訪れている。序盤は狙いの攻略対象キャラへプレゼントを購入するために、そして、キャラと仲良くなってからはデートに誘ったり誘われたりして、甘々イベントが発生するときめきの場所なのだ。

　プレゼント用によく購入するのがマフィンで、ケーキ屋のショーケースにはプレーンからイチゴにバナナ、コーヒーなど、さまざまな味のマフィンが並んでいる。

　お目当てのキャラの好みの味に、これまた好みのトッピングまでつけてプレゼントすると好感度がぐっと上がる。

　中でも、スチルで見たプレーンのマフィンにイチゴとホイップを乗せたものがとっても美味しそうで、食べてみたいと心底思ってしまったほどだった。

　胸を高鳴らせながら歩き出し、すぐにリアはケーキ屋を見つけて店内へと入っていく。

　甘い香りに顔を緩ませながら、店主に思い描いていたそれを注文し、受け取った後、にこにこ顔で店をあとにした。

　店の外で待機していたルイスが、さりげなくリアの斜め後ろにつく。

「……お嬢様。今更で申し訳ないのですが、セイン様はあまり甘いものが得意ではないかと」

「えっ？　……そ、そうね。確かにそうだわ」

　ルイスのひと言に最初はキョトンとしてしまったリアだったが、妹としての記憶が呼び起こされ、その通りだったと苦笑いする。

　ゲーム内でセインだけは、何味のマフィンでも、どんなトッピングが乗っていたとしても、「僕のことを思いながら選んでくれたの？　かわいいことしてくれるね。ありがとう」と美麗な微笑みと共に受け取ってくれる。

　けれど、他のキャラと違って食べる描写はされない。受け取りはしても、きっと食べていないのだろう。

　ゲーム内では知られていなくても、セインが甘いものを苦手なことを知っている人もいるかもしれない。持っている姿を見られない方が良いかもしれないと、リアは念のためマフィンの入った紙袋をバッグの中へ忍ばせた。

　手が空いてしまったことで何か違うものを買っておくべきかもと感じ、他のお店へと目を向けた。

「……本も買っていこうかしら」

「そうですね。その方がいいかもしれません」

　ルイスに同意され、リアは本屋に向けて歩き出す。近づくにつれて胸が高鳴り出し、店の入り口でつい足が止まる。

　スカーレット王子に会った場所だと思うと感慨深くなる。ここは本当に『フラワームーンナイト』の世界で、遠く離れてはいてもこの空の下のどこかにスカーレット王子が存在しているのだ。

　絶対に、愛しのスカーレット王子の姿をこの目で見るんだ！

　決意を新たにリアは本屋へと足を踏み入れる。何を買おうかと並べられた本を流し見て、「あっ！」と小さくも弾んだ声をあげる。

　自宅で好んで読んでいた作家の本がコーナー展開されていて、未読のものも多く並んでいる。もちろんリアは迷わず手を伸ばす。

「買いだわ！」

　四冊、五冊と小説本を掴み取ったところで、背後でゴホンと咳払いが響いた。ルイスは本屋にはついてきていたらしく、物言いたげにリアの手にある本を見つめている。

「……あまり買いすぎると、試験勉強に差し支えるのでは」

「そ、そうよね」

　欲しい気持ちをグッと堪えて二冊ほど元の場所に戻し、しかし、三冊だけは死守すべく胸元でしっかりと抱きかかえた。

　ほくほく顔で本屋を出たあと、心配顔のルイスと別れ、そこからリアはひとりでサンクラートアカデミーへ向かうことに。

　ゲームの移動時に使うマップ上では、サンクラートアカデミーはマルシェの真北に位置していた。おそらく北に向かって歩いていけば大丈夫だろう。

　マルシェへの出入り口は二箇所だけ。片方はサンクラートアカデミーへ、そしてもう片方は、デートにもってこいである湖のほとりの憩い場につながっていたはずだ。

　遠くにある出入り口後方には、森のように生い茂っている木々が見える。

　一方、近くの出入り口は、見える範囲で家々がどこまでも続いていたため、雰囲気的にこちらだろうと予想し、ゲームをやり込んでいて良かったと、そちらに向かって歩き出した。

　しかし、細路地のようなところから比較的大きな通りに抜けたところで、本当にこっちで良かったのかと心細くなる。

　アカデミーの制服を着ているが故に通りすがりに聞くことも気が引けて、どうしようと頭を悩ませた時、視界に元気の足りない老犬を捉えた。

　続けて、前方でわき上がった騒々しい声音へと視線を移動し、息をのむ。一頭の暴れ馬が駆け出し、その先には老犬がいる。

　蔦田莉愛としての最期の記憶と、リアとして馬と衝突した時の記憶が蘇り、頭の中でひしめき合う。

　恐怖で足が竦むが、目の前で老犬が蹴飛ばされ、ぐったりと横たわる姿は見たくない。そうなったら、助ければ良かったときっと私は後悔する。

　持っていた小説をその場に落として、リアは勇気を振り絞って老犬へと駆け出した。

　救出したら、そのまま踵を返せば良い。……頭では分かっていたはずなのに、老犬を抱きかかえたあと、暴れ馬へと目を向けてしまった。

　我を忘れて狂ってしまったかのような様子に、恐怖で体が支配される。足は完全に止まってしまった。頭の中も真っ白で、動けない。

　次の瞬間、リアは誰かに力強く腕を引っ張られた。そのまま誰かの体にもたれかかる形で後退し、暴れ馬はリアの目と鼻の先を猛烈な勢いで駆け抜けていった。

　誰が、私を助けてくれたの？

　息も絶え絶えに視線をのぼらせ、目にした顔にリアは驚愕する。

「おい、セイン。なぜ風の魔力を発動させない。危ないだろ」

「ル、ル、ルーシアス王子！」

　目の前にいるまさかの人物に動揺がおさまらない。

　ルーシアスは『フラワームーンナイト１』のメインキャラで、スカーレット王子の次に好きなキャラでもある。

　最初にハッピーエンドを迎えたのがルーシアスで、彼とのやりとりが良かったからこそ２に手を伸ばすことにもなったため、そういう点では思い入れの深いキャラである。

「どうして俺を見てそんなに驚いているんだ。……昨日も言ったが、やっぱりお前何か企んでるだろう」

　彼に話しかけられ悶絶しそうになるのを必死に堪えつつ、リアは小刻みに首を横に振る。しかしやはりルーシアスは怪訝そうな表情を崩さずにじっとリアを見つめ、そしてそっと視線を落とした。

「お前の飼い犬か？」

「えっ？　……い、いえ。違います」

　思わず素の声を発してしまい、リアはすぐさまやばいと真顔になる。そして何ごともなかったように、声色低く否定した。

「そうか。飼い犬ではないのに助けたのか。犬嫌いのくせに」

　セインは犬が嫌い。知りませんでしたと遠い目をしつつ、抱きかかえていた老犬をゆっくり地面に降ろす。このまま身代わりがバレてしまうのではと青ざめた時、「ルーシアス様」と護衛らしき男性から声がかかった。

　それにルーシアスは「わかった」と返事をし、自分の腕にもたれかかり続けているリアをそっと押しやった。

「それじゃあまた明日、アカデミーで」

　素っ気なく別れの言葉を口にしてからルーシアスは身を翻し、歩き出そうとする。しかし、二歩目は出せなかった。

「……なんだよ」

　不機嫌な顔で振り返ったルーシアスを見て、リアは思わず掴んでしまった王子のジャケットを慌てて離した。

「なんて言うか。ちょっとした確認なんだけど、……アカデミーってあっちの方角だったよね？」

　震える指先で予想する方向を指差して引きつった笑いで問いかけると、ルーシアスはリアを見つめたまま、ほんの数秒固まる。

「お前、頭、大丈夫か？」

「だ、大丈夫じゃないから聞いてるんだよ！　今まで恥だと思って言えなかったけど、実は僕、極度の方向音痴なんだ。このままじゃ迷子になる。アカデミーに戻れない」

　勝手に頭のおかしい方向音痴にしてしまってごめんねセインと心の中で謝罪しつつ、リアは完全に開き直る。

　するとルーシアスは大きくため息をついて、うんざり呟いた。

「わかった。アカデミーまで送ってやるから、乗れ」

　彼が顎で指し示した方には、さっき自分が乗ってきたものとは比べものにならないほど煌びやかな装飾の施された豪華な馬車が待機していた。

　シリーズではスカーレット王子と肩を並べるほどに、そして１ではダントツの人気を誇るだけあるわと心の中で感心しながら、リアはルーシアスと向き合った。

「ありがとう、ルーシアス様。恩に切るよ！」

　リアの笑顔に、ルーシアスは微かに目を見張る。そして、「ついて来い」と声をかけ、先導するように歩き出したのだった。



	
			二

『君の瞳はこの湖面よりも澄んでいて、つい見入ってしまう。いつまでもこうして、君を見つめていたい』


　それは、『フラワームーンナイト１』のマルシェ近くにある池のほとりで、好感度マックス状態の頬を赤らめたルーシアス王子がヒロインに甘く囁きかけた言葉。

　この顔でその口が言うのねと、リアが目の前に座るルーシアスをガン見していると、たまりかねたように苛立ちの眼差しを返された。

「おい。どうしてそんなに俺を見ているんだ、気持ち悪い。馬車から突き落とすぞ」

「ごっ、ごめん。もう見ないから、怒らないでくれよ」

　セインを頭に思い浮かべながら軽い口調で謝罪し、リアは馬車の内部を見回す。

　外観同様、内部の装飾も細かく華やか。座っている座面の生地も滑らかで触り心地が良い。

　そして何より、手を伸ばしたら届きそうな距離に美形の王子様。

　暴れ馬から助けてもらったあと、言葉に甘えて王宮の馬車でアカデミーへ送ってもらうことになったのだが、少なくとも馬車の内部でふたりっきりという状況は、ゲーム上の一年間でヒロインすら経験しないこと。

　そしてルーシアスの傍には高級チョコレート専門店のロゴ入り紙袋。ルーシアスの妹である王女はそのお店のチョコレートをとても気に入っていて、アカデミーから城へ帰るときに買ってきて欲しいと頻繁にねだられ煩わしいのだと、ルーシアスがヒロインに愚痴ることがあるのだ。

　なんだかんだ言いつつも、ルーシアスはこうして妹のお願いを聞いてあげるため、優しいお兄ちゃんの一面もあるのよねと、リアはこっそり微笑む。

　そして、暴れ馬から助けてもらった際、馬車が止まっていた近くにそのチョコレートのお店があり、タイミング良くあの場に居合わせてくれて助かったと神に感謝する。

　見ないつもりだったが我慢できず、ルーシアスへと視線を向けた瞬間、バチりと目が合い、盛大なため息をつかれてしまった。

　慌てて顔をそらすと同時に大きな手が伸びてきて、リアの膝から小説を一冊掴み取る。

　ルーシアス王子は表紙を見て、「あぁ」と呟く。どうやら彼も筆者名を知っているらしい。

　そのままぱらりと表紙をめくって、紙面に視線を落とした。

　真剣な面持ちと組んだ足の上でページをめくる指先、文字を追いかける眼差しすら美しい。

　先ほど嫌がられたのも忘れて、ルーシアス王子を惚けた顔で見つめていると、馬のいななきが聞こえ、馬車が停まった。

　窓の向こうを見て、思わず声を上げそうになる。ゲームのタイトル画面の背景となっているサンクラートアカデミーの校舎そのものだったからだ。

「もう着いてしまったか」

　ルーシアス王子は窓の外をちらりと見やってから、何か言いたげな眼差しをリアに向けた。少し考える素振りをしたのち、読んでいた本をぱたりと閉じて、それを持ったまま先に馬車を降りていく。

　リアもすぐに馬車を降りて、馬車と並走していた馬から降りた一回りくらい年上だろう護衛の騎士と話をしているルーシアスを、距離を置いて見つめた。

　すると、遠くから「ワン！」と犬の鳴き声が聞こえ、まさかと勢いよく身を翻す。

　さっきの老犬がこちらへ向かって走ってくるのを見つけて驚くも、歩み寄るよりも先に老犬はアカデミーの守衛に捕まり、敷地の外へと連れ出されてしまった。

「悪いが頼む」

「はい、お任せください」

　騎士から敬礼を受けたのち、ルーシアスは回れ右をし、遠くを見つめるリアへと近づいていく。

「どうした？」

「犬が」

　完全に連れ出されて姿も見えなくなってしまった犬を気にかけつつ、リアはルーシアスへと身体を向ける。

「ルーシアス様、送ってくださりありが……えっ、ちょっと待って」

　改めて感謝の言葉を述べようとしたリアだったが、やって来た真顔のルーシアスに素通りされてしまい、ぽかんと口を開く。

　しかし、少し進んだ先でルーシアスが足を止め、肩越しに振り返った。

「何をしている。寮に戻るぞ」

　不思議そうに問いかけられ、リアは二冊の本を抱えなおして走り出した。

　寮の見取り図は目にしていても、この敷地のどこに寮があるかは知らないため、ここはルーシアスについていくしかない。

　やっとの思いでルーシアスに追いついた時、一筋の風が吹き抜けていく。ざわざわと木々が葉を揺らす音にわずかに目を細めると、視界の隅を淡い紫色の花びらが掠めた。

　ハッとし辺りを見回すも、なぜか花びらは見つけられず、残念な気持ちになる。

　今、見えた気がした淡い紫色の花こそが、ゲームタイトル『フラワームーンナイト』のフラワーなのだ。

　校舎の中庭に、一年中、その花を絶えず咲かせる大木があり、そこへゲームの最後にヒロインが意中の相手を真夜中に呼び出して、告白するのだ。

「セイン。どうかしたのか？　先に行くぞ」

　少し先で再び立ち止まったルーシアスが今度は怪訝な顔で呼びかけてくる。必死になって花びらを探していたリアはすぐさま姿勢を正し、「待って！」と声をあげた。

　校舎に入れば木を直接見ることができるのだ。リアは花びらを探すのを諦め、ルーシアスに置いていかれたら大変だと足早に歩き出した。

　敷地内はあまりひと気がなく、静寂に包まれている。

　校舎は三階建てで、壁は光を放って見えるほど真っ白。妖精のお城みたいだと神秘的な佇まいに気を取られつつ、校舎の横を通り過ぎていく。

　すると今度は、蔦や苔で周りが覆われ不気味な雰囲気を漂わせるゲーム内で何度も目にした建物が目の前に現れた。同じ三階建てではあるが、校舎より一回り小さいそれが寮である。

　ゲーム内で女子キャラが言っていたが、確かに、魔女や怪物でも住んでいそうな見た目である。

　恐々と寮内部に足を踏み入れると、景色が一変する。廊下や階段、飾られているトロフィーや甲冑かっちゅうはピカピカに磨き上げられていて、明るく清潔感に満ちている。

　玄関近くに管理人室。ロビーにはテーブルや椅子がいくつも並べられていて歓談スペースとなっており、屋外とは打って変わって学生たちが賑やかに溢れ返っている。

　視線の先には二階へ続く大階段があり、階段は真ん中を手すりで区切られている。ゲーム通りなら、左に進むと男子寮、右へ進むと女子寮となっているはずだ。

　もちろん異性の寮区域に足を踏み入れることは許されておらず、基本、寮内で男女が顔を合わせられるのは一階のロビーと食堂くらい。

　ロビーの入り口近くのテーブルを陣取って教本を読んでいた女子生徒たちが、入ってきたルーシアスとリアに気づき、驚きと歓喜を混じらせた様子で椅子から立ち上がる。

「ルーシアス様、ご機嫌よう。休日もお会いできるなんて嬉しいですわ！」

「セインの姿が見えないと思っていたら、外出していたのね」

　その女子生徒たちの中でも目についたのが、ルーシアスに話しかけた紺色の長い髪をハーフアップにし赤々とした宝石のついた髪飾りをつけた女性と、リアに屈託のない笑顔を向ける茶色の髪でショートボブの女性だった。

　知っているふたりに上がりかけたテンションを、リアは必死に抑える。

　紺色の髪でいかにもといった令嬢風の彼女は、バーバラ。ヒロインがルーシアス王子ルートに入るとライバルとなる公爵令嬢。

　そして茶色の髪の彼女はコニー、セインルートでのライバルキャラだ。場合によっては未来のお義姉さんになるかもしれない女性である。

　リアはセインらしくふたりに手を振り返しつつ、そんなふたりに目を向ける素振りすらなく真っ直ぐ大階段へ進んでいくルーシアスを追いかける。

　外出していたとコニーがわかったのは、リアが制服姿だったからだ。授業のない休日は私服姿で思い思いに過ごして良いことになっているが、アカデミーの外に出る時は別で、制服を着なければいけない規則になっている。

　そして、バーバラが言っていた通り、ルーシアスが休日に寮へ、いや、アカデミーに姿を現すこと自体珍しい。寮にも彼の部屋はあるが、休憩室として時々利用するくらいで寝泊りすることはない。あくまでも王子の生活の拠点は城なのだ。

　階段を上り始めたところで、リアは前をゆく彼へとふと気になったことを問いかけた。

「早く城に戻らなくて良いの？　姫君が首を長くしてチョコレートを待っているんじゃ」

　ルーシアスは制服を着ていない。と言うことは、アカデミーに来る予定じゃなかったはずだ。

　もちろんアカデミーに馬車を走らせた原因はリアにある。けれど、門のところでリアだけ降ろせば済んだ話で、寮の中までやって来る必要はなかったのではと思ったのだ。

　階段の途中で動きを止め、ルーシアスが怪訝そうにリアを振り返る。

「なぜ俺がチョコレートを買ったことを知っている」

「……えっ、……だってほら、ルーシアス様の座っていた横に、チョコレート専門店の紙袋があったから」

「あぁ、見たのか。でも妹に頼まれたとはひと言も」

　鋭い指摘に怯むも、何か言い返さねばとリアは必死に頭をフル回転させる。

「それは……き、聞いたことがあるんだ。あの店のチョコレートを王女が気に入っていると。違うなら、自分で食べるために買ったのか？　ルーシアス様に甘党のイメージはなかったから意外だよ」

「違うとは言ってない。昨日、せがまれていたのをうっかり忘れてしまって、今日になっても機嫌が直らない妹に、買いに行かされたようなものだ」

「そ、そっか。大変だったな」

「あはは」と明るく笑いながらも、なんとか乗り切れたとリアは心の中でホッと息をつく。

　しかし、自分を見下ろすルーシアスの怪訝な表情が崩れていないのに気づいて、笑顔が強張っていく。

「……な、なんでしょうか？」

「街で会った時から、いつもと違うような気がしてならないのだが」

「いつもと一緒だよ！　……あ、いや。試験勉強で疲れてるから、いつもの僕とはすこーし違うかもしれない。きっとそれだね」

　咄嗟に否定するも、ここはいっそいつもと違うということにしておいた方が後々楽な気がしてきて、全面的に肯定する。

　ルーシアスは微かに息を吐いて、違う一手を放ってきた。

「あと、なぜ今日は礼儀正しい。お前いつも俺をルーシアスと呼び捨てにするくせに」

　そうだったっけとリアは唖然とする。ゲームでのルーシアスとセインのやり取りを必死に思い出そうとするが、２に比べて１はそこまでやり込んでいないため、その辺りは曖昧である。

　とは言え、王子相手に呼び捨てできるほどふたりは仲良しだったのねと、セインの人懐っこさを思い返していたリアへ、ルーシアスが仄かに怒りの混ざった声音で告げる。

「まぁいい、そのままで。今後は俺を馴れ馴れしく呼ばないように」

　ちっとも仲良くない。セインはなんて無礼なことをしでかしてくれたんだと、リアは顔を青ざめさせた。ルーシアスはそれ以上の追及はせず、さぁ行くぞと言わんばかりに顎で階段の先を指し示してから、一歩一歩のぼりだす。

　リアは何気なく視線を後ろへ向け、階段下の生徒たちから注目を集めていたことに息をのみ、足をもつれさせながらも階段を駆け上っていった。

　自室は、二階角部屋の２１２。ドアプレートを確認しながら、リアは前を歩く大きな背中をちらちらと見た。

　もしかしてルーシアス王子は、私を部屋まで案内してくれているのだろうかと、再び疑問が浮かぶ。

　並ぶドアに目もくれず、ルーシアスは細長い廊下を奥へ奥へと進んでいく。

　そもそも彼の部屋は何号室なのだろう。宰相の父を持ち、庶民出の生徒には高圧的な態度をとる男子生徒が、彼のルームメイトだったのは覚えている。しかし、ゲームでも寮の部屋番号までは明示されてなく、誰がどの部屋なのか分からない。

「ルーシアス様、そろそろ僕の本を返してくれないかな？」

　馬車の中で取られた小説本は、未だルーシアスの手にある。とうとう２１２というドアプレートが飾られた角部屋の前に到着してしまい、リアは恐る恐る話しかけた。

　ルーシアスは不満げな顔で振り返りはしたものの、そのままドアを押し開け、部屋の中へと入っていってしまった。

「……ちょっ、ちょっと」

　まさかの行動に慌てふためきながら、リアも部屋に足を踏み入れる。室内は壁際にベッドと机と小さな棚が並ぶシンプルさで、入り口から真正面にある大きな窓への動線を中心線として、部屋の中が左右対称の状態となっている。

　ゲームでも、行動選択時の画面背景は寮の自室が主で、リアはそうそうこんな感じとこっそり笑みを浮かべる。

　最初はこんな風に殺風景であるけれど、マルシェでぬいぐるみやクッションなどの小物を購入したり、他キャラからのプレゼントを部屋に飾ったりして、自分好みの雰囲気に変えていけるのだ。

　一週間、ここが生活の拠点となるのねと感慨深げに室内を見つめる先で、ルーシアスが左側のベッドへ腰掛けて、手放さなかった小説を読み始めた。

「こ、ここで読むんですか!?」

　思わず突っ込むと、ルーシアスは目線を上げて、しかめっ面になる。

「当然だろ。あまり立ち寄らなくても、ここは俺の部屋でもあるのだから」

「……え？」

「ルームメイトがいると勉強に集中できないから部屋を代われって、お前が……えぇと、アイツを強引にここから追い出したんだろ？」

　ルーシアスは元ルームメイトの名前を覚えていなかったらしく、言葉を濁しながら「アイツ」と口にした。

　それは宰相の息子で性格の悪いあの彼のことですよねとはさすがに確認できず、リアは遠い目をする。

　ゲームでは名前もないただの性格悪いキャラとして登場するが、田舎町出身という点からヒロインに絡んできていたので印象には残っている。

　セインのことだから、きっとかわいい妹のためを思っての行動なのだろう。けれど、あの嫌味男を追い出してしまうなんて、無礼なだけでなく怖いもの知らずでもあるらしい。

「まさか俺まで追い出すつもりなのか？　それなら俺は、お前をアカデミーから追い出してやろう」

　黒い微笑みを浮かべられ、リアは「ひいっ！」と凍りつく。

「そっ、そんな、滅相もない！　ルーシアス様と相部屋だなんて嬉しすぎて、僕、困っちゃいます。はは、は」

　所々で棒読みになりながらも、リアは精いっぱい愛想良く否定する。

　よく考えれば、ルーシアスがルームメイトの方が断然都合がいい。なぜなら、彼は講義が終われば城に帰るため、実質セインの言う通り一人部屋のようなものだからだ。

　鍵をかけてしまえば、ここはサンクラートアカデミーの中で唯一気を抜ける安息空間。

「どうぞどうぞ、ゆっくりしていってください」

　どうせ夜にはいなくなるのだしと頭の中で付け加えつつ、リアは右側の生活空間へと進んでいく。ベッドの上に本屋で買った小説の本を置いてから、肩掛けカバンを机の椅子へと降ろし、机上の本立てに並べられた真新しさを感じる教本や、羽ペンなどをいくつか手に取って眺める。

　そして、机の引き出しを開けると、試験の時程などが記された用紙が入っていて、その上に小さなメモ用紙が乗っていた。

　メモ用紙にはこちらの世界の言葉で、「頑張って！」とだけ書かれている。リアはセインの顔を思い浮かべて微笑みながら、肩越しに後ろを振り返り見た。

　ルーシアスは壁を背もたれにして、ベッドに足を投げ出す体勢で小説に没頭している。すっかりリラックスしているのか表情もどことなく穏やかだ。

　思わず見惚れてしまったリアだったがすぐに我に返り、慌てて視線を逸らす。そうだったと思い出し、カバンの中からマフィンが入った袋をそっと取り出した。

　袋の口を開け、ふわりと漂ってきた甘い香りに「美味しそう」とぽつり呟き、ひとつ取り出しかぶりつく。クリームは思ったよりも甘くなかったが、生地が甘いため味のバランスは絶妙だ。

　ひとつぺろっと食べてしまったため、残りは三つ。食べ終えてゴミとなった紙カップを手に、あと三つは試験勉強のお供にしようと考えていると、なぜかルーシアスと目が合った。

「良い匂いだな」

「……食べますか？」

「いただこう」

「……どうぞ」

　おずおずとリアはルーシアスに歩み寄り、紙袋を差し出した。

　ルーシアスは開いたページを下にしてそっとベッドに置いてから、両手でそれを受け取った。中を覗き込んで取り出し、ひと口食べた時、わずかに目を輝かせた。そんな顔もするんだと、ちょっぴりリアまで嬉しくなってくる。

　ルーシアスは上品さを醸し出しながら食べ終えると、綺麗に紙カップを畳み、立ち上がる。そしてリアの手から同じ色の紙カップをつまみ取ると、窓際にある小さなゴミ箱に投下する。

「美味しかった。妹にも今度買って行きたいのだが、どこの店で売っているものか分かるか？」

「もちろん。だってそれ、さっき僕が買ったものだから」

「お前が？　……もしかして、わざわざこれを買いに外出を？　それなら、すまない。貰い物かと思ったんだ」

　バツが悪そうに飛び出した謝罪に、王子様に謝らせてしまったとリアは瞬きを繰り返す。

　確かにセインは自分でマフィンを買うよりも、女子生徒からたくさんプレゼントされていそうなイメージだから仕方ない。

　リアはこっそり笑みを浮かべて、やや大袈裟に話し出す。

「実は僕の大好物なんだ！　夜食にするつもりだったのに！　……なんてね、冗談だよ。分け合って食べた方が美味しいに決まってる。あと二つ残ってるし、良かったらもうひとつどうぞ」

　紙袋をルーシアスの机に置くと、「ありがとう」と優しい声が返ってきて、リアは胸をキュンとさせる。

「その小説も気になるなら、貸してあげるよ。お城の自室でゆっくり読んで。一週間くらいで返してくれたらそれでいいから」

　再び小説に没頭し始めたルーシアスを見て、気分の良くなったリアはそんな提案をする。

「いや、小説は部屋に置いてあるだけで母があまりいい顔をしないから。ここで読んでいく」

　そこでリアはそうだったと思い出す。確かルーシアスの両親、国王夫妻はとても厳格で、特に王妃はルーシアスを立派な跡継ぎとすべく、幼い頃から教育熱心だった。

　ルーシアスは母の思いに必死に応え、頭脳明晰で眉目秀麗な王子として成長したが、実際は負担になっていた。しかし、ヒロインと出会ってから孤独が薄れ、どんどん膨らんでいく〝楽しい〟という感情に戸惑い、いつしか友情は恋心へと昇華することになる。

「そっか。しかも今は試験前だし余計だよね。……うん、わかった。満足するまで、読んでいったらいいよ。ここには僕しかいないし、誰に気兼ねする必要もないから」

　小説からそっと視線を上げたルーシアスと、しっかりと目が合った。

「……セイン」

　呼びかけられた声音がちょっぴり切なく響く。リアはにこりと笑いかけたのち、くるりと回れ右をして自分の机へと向かう。

　思わず小説を買ってしまったが、よく考えたら読んでいる暇などなく、試験後のお楽しみにとっておくのが正解だろう。

　この一週間、全力で試験に臨み、なんとしてでも落第点を免れなくてはいけない。全ては、スカーレット王子に会うために。

「僕の幸せな未来のために！　落第だけはなんとしても、避けなくては！」

　椅子に座って思いの丈を叫ぶと、後ろから「ふふっ」とかすかな笑い声が発せられる。

「入学時、二番目の成績だったセインが落第するなら、二週間後、残っているのは俺だけだ」

「それは寂しい」

「いや、逆に煩わしくなくていいかもな」

　リアは後ろを見ないままに返事をし、ルーシアスも苦笑気味に続けた。

　胸に温かさが広がっていくのを感じながら、彼ももしかしたら微笑んでいるかもとリアは想像する。

　笑みを浮かべて、引き出しの中にある用紙に書かれた明日の試験科目を確認して、本立てに手を伸ばした。

　気を引き締めて、教本を開いた途端、穏やかだった胸の内が一変する。ざわりと沸き立ったのは、興奮。もちろんこれは、魂が変わる前のリアの感情だ。

　好奇心、楽しさ、もっと学びたいという貪欲さ、知識を得て広がっていく世界。さまざまな感情が一気にリアの中で膨らみ、弾け飛ぶ。

　すると、教本の文字が所々輝きだし、ゆらりと浮かび上がる。あわせて、豊かな髭を蓄えた魔法使いのような見た目の小さな老人が現れ、左手からポッと火を放ってみせた。火の玉が飛んでいった先に、木の人形みたいな姿のモンスターがいて、小さな断末魔を上げながら燃え散った。

　そして、再び輝きだした文字が、語順を変化させながら増減し、別な文章を浮かび上がらせた。

『サンクラート大魔導士は火魔法に長けていた。人々を悩ませ続けてきた木の上級精霊ガムードを見事退けた地こそ、我がサンクラートアカデミーが建つこの場所である』

　魔法だわと圧倒されながら、流れるように現れる解説文を黙読するうちに、頭の中で声が響く。

『たったひとりでガムードを打ち破るなんて、さすが火の英雄サンクラート大魔導士！　……ここは出題されてもおかしくないわ』

　瞳を輝かせて教本を読み耽った記憶が、共有されていく。この教本に魔法でもかけられているのかと思ったが、どうやら違うらしい。これは脳が覚えていたリア自身の知識や意識と捉えるべきだろう。

　確かに重要ポイントかもしれないと納得しながらページをめくると、他の文字も光り輝きだす。水の英雄から風の英雄へと続き、ジルラフォレストが誇る三大英雄が教本の上に揃ったところで、コンコンと戸が叩かれた。

「失礼いたします」という声に、夢から覚めるかのように視界から三大英雄が消える。手元にはなんの変哲もない教本だけが残ったのだが、追って感じた目の疲れにそっと瞼を閉じた。

「ルーシアス様、お迎えにあがりました」

「……あぁ、もうそんな時間か」

　背後のやり取りを聞きながらゆっくりと目を開けて、肩越しに後ろを振り返る。

　やってきたのは、サンクラートアカデミーに到着したときに、ルーシアスが話しかけていたあの護衛だった。

　そして窓へと視線を移動させ、思わず「おぉ」と驚く。明るかった空はいつの間にか夕暮れ色に染まっていて、時間の経過を感じる。

　リアは椅子から立ち上がり、ルーシアスへと体を向けた。

「ルーシアス様、今日は助けてくれて本当にありがとう。それじゃあ、また明日」

　軽く頭を下げつつ笑顔で見送ろうとしたが、当の王子はなかなか小説を閉じようとしない。

　リアから護衛へ、最後に机の上にあるマフィンの入った袋を順番に見てから、なんてことない様子で言った。

「今夜は寮に泊まっていく」

「……えっ」

　リアは素っ頓狂な声をあげ、護衛は目を大きくさせる。

「寮生活を避けられていらっしゃったのに、どうやら嫌だったのは寮ではなくルームメイトの方……」

「余計なことを言うな」

　ルーシアスはピシャリと言い放ち護衛を黙らせてから、ちらりとリアを見た。

「明日の試験科目の教本もちょうど机に置いてあるし、城との往来の時間ももったいない。ここには優秀な男がいるから、彼の頭脳を借りつつ今夜は勉強しようと思う」

「そうですか。わかりました。国王様と王妃様には、ご学友と切磋琢磨しつつ勉学に励んでいるとお伝えしておきますね」

　護衛の騎士はあっさりと快諾し、嬉しそうに微笑む。

「年代の近しい友人があまりいらっしゃらないルーシアス様に、こうして無事に気の置けない仲間ができて何よりです」

「ぼっ、僕が王子と仲間だなんて、恐れ多いですよ」

　焦って否定したが、リアの声はその微笑みの前で虚しく響くだけ。

「翌朝制服を持って参りますね」と告げ、背筋を伸ばし胸元に手を当てて敬礼をしたのち、騎士は部屋を出て行った。

　ぱたりと閉じた扉を見つめ続けるリアの動揺は止まらない。

　ひとり部屋になるはずだったのに、今夜はルーシアス王子と一緒だ。

　セインではないとバレないだろうかという恐れと、あのルーシアス王子と同じ部屋で一晩を共にする気恥ずかしさに、大声で叫びたくなる。

　リアの気持ちをよそにルーシアスが小説を読む体勢に戻った時、扉の向こうから微かにベルの音が聞こえてきた。

　小さかった音は、一気に大きくなる。誰かがベルを鳴らしながら近づいてきたのかと思ったが、音だけが室内に入ってきて、部屋の中を一周したあとふつりと途切れた。

「……今のは何？」

　思わず呟いてしまったリアへ、ルーシアスが不思議そうに反応する。

「夕食の準備が調った合図だろ？　俺は初めて聞くが」

「やっ、やだなぁ。それは分かってるよ。……た、ただいつもより、ちょっとだけ音が違ったような気がして」

「……そうか」

　苦し紛れの言い訳だったが納得してもらえた様子に、リアはホッと胸を撫で下ろす。と同時に、ルーシアス王子が初耳で良かったと涙目にもなった。

　うっかり放った一言で、セインに成りすましているのがバレたら大変だ。もっと慎重にならなければと気を引き締めたリアの耳に、ルーシアスの小さなため息が届いた。

「食事に行くか」

　そして、閉じた本を机上に置いて、扉へ向かっていった。

「……行かないのか？」

「も、もちろん、行くよ！」

　扉の手前で彼に再び不思議そうに問われ、リアも慌てて扉に向かったのだった。


　夕食を終えてひとり慌ただしく部屋に戻ったリアはすぐさま鍵をかけた。

　部屋の中は薄暗い。明かり代わりのランプは室内にいくつかあり、ゲームヒロインは火の魔法が使えたためこれに自ら火を灯すのだが、……リアは魔法が使えない。

　いや、リア自身はセイン同様、風の魔法が使えるが微力すぎる設定だった。今は……かざした手に気持ちを集中させても何も起こらない。なんとなく魔力は感じ取れても、自ら魔法を発動するという感覚すらよくわからない。

　どちらにしても、今必要な火の魔法は持っていない。諦めて、暗い中でクローゼットの中にあるセインの私服を手探りで探し、なんとか着替えてホッと息を吐く。いそいそと鍵をあけたのち、何事もなかったかのような顔でベッドに腰掛けた。

　制服を着たまま食堂に行き、何人かの男子生徒から「いつまで制服着てるんだよ」と指摘され、肝を冷やしたのだ。

　部屋の中には目隠しになるようなパーテーションはないため、ルーシアスが在室している時に着替えは出来ず、どうしたものかと頭を悩ませる。

　そのルーシアスは今ごろ、生徒たちに取り囲まれているかもとリアは想像を広げる。

　王子との夕食は、正直散々だった。滅多に食堂に姿を現さない彼の登場に生徒たちはどよめき、その多くがルーシアスとリアの元につめかけたのだ。

　この機にひと言でもふた言でも王子と会話して顔を覚えてもらいたいといったような思いが生徒たちの様子から伝わってはくるが、しかし、ルーシアスは冷めた態度を崩さなかった。

　女子生徒はそんなルーシアスに頬を染めても、男子生徒は歯痒そうに顔を歪めるばかり。

　そうなると、良い反応をもらえない男子生徒たちの苛立ちや嫉妬が、共に食事をしているセインに扮するリアへと向けられる。ルーシアスは群がった生徒たちに素っ気ないのに、リアには普通に話しかけるからだ。

　どうしてお前は気に入られているんだという厳しい眼差しは今思い返しても怖く、中でもセインに無理やり部屋を追い出された元ルームメイトからの一瞥が最恐だった。

　最初、友人らしき男子から呼ばれているのを見かけて、彼はドビートという名だったのかとぼんやり思っていたのだが、目が合いぎくりとさせられる。嫉妬と恨みに満ちた表情に、セインの行動がどれだけ彼を怒らせていたのかを理解させられた瞬間だった。

　サンクラートアカデミーでの初めての食事は、なんとも気まずい空気の中で手早く済ませることとなってしまった。

　一週間憂鬱だなと肩を落とし再びため息をついた時、きいっと扉が開き、ルーシアスが部屋に戻ってきた。

「種火をもらいにもいかず、暗い中で何をしている」

「……ちょっと疲れてしまって。それにルーシアス様が帰ってくれば万事解決だから」

「まったく」

　すっとルーシアスの右手が上がる気配がし、一気に部屋中のランプに勢いよく火が灯った。

「わーー！」

　感激し、思わず手を叩いたリアの様子をわざとらしく感じたらしく、ルーシアスは小さく舌打ちした。

　左手にはトレーが乗っていて、その上にガラス製のティーポットとふたつのカップがある。

　実は、ルーシアスも食堂を出たところまでは一緒だった。しかし彼は何か思い出した風に食堂へ戻って行ったため、リアはこれ幸いと一目散に部屋へと戻ったのだ。

　透けて見える飴色の液体からして、ティーポットの中身は紅茶だろうか。

　そして、ふたつ並んだカップのひとつはもしかして自分の分かもと、リアはちょっぴりそわそわしてしまう。

　ルーシアスは自分の机の上へとトレーを置くとカップをひとつ手に取り、早速液体を注ぐ。

　ひと口飲んでホッと息を吐いてから、肩越しに眼差しを向けられ、リアは思わず息をのむ。

「紅茶だ。温かいうちに飲め」

「ぼ、僕ももらっていいの？」

「あぁ。マフィンの礼のつもりだ」

「……あっ、ありがとう」

　返ってきた言葉と微笑みに、リアの時間がほんの一瞬停止した。ゲーム内にも彼がそんな台詞を言うシーンがあったような気がしたのだ。

　そんな思いに囚われながら、ぎこちなくルーシアスの元に歩み寄る。同じようにカップを手に取り紅茶を注いで、ごくりと喉を潤す。

「味と香りの甘さがふわっと広がって、とても美味しいです！」

「良かった。……実は、アカデミーでも好きな時に飲めるように、厨房に俺の気に入った茶葉を準備しておいてもらっているんだ。疲れた時はこれさえあれば良かったが、今日、セインがくれたマフィンという選択肢も増えた」

　続いた言葉に、リアは思わずむせ返りそうになる。気のせいではない。彼はゲームでも同じ事を語っている。もちろん入る名前はセインではなく、ヒロインのではあるが。

　少し親密度が上がると、発動するシーンだったはずだ。ルーシアスが自分を親しみやすい相手だと思ってくれたのかもしれないと、リアは嬉しくてたまらなくなる。

「僕も、この紅茶気に入ったよ。近いうちにまたご馳走して」

　カップを両手で持って笑顔で言葉を返すと、ルーシアスも「わかった」とちょっぴり嬉しそうに呟く。

　セインではないとバレないために、誰かと仲良くしない方が良いのかもしれない。

　しかし実際、右も左も分からない場所だからこそ、ルーシアスという存在を心強く感じてしまっているし、試験以外の時間はなるべく楽しく過ごしたい思いもある。

　リアは紅茶を飲み終えて、満足げに息をついてから、ちらりとルーシアスを見た。夕食前と同じく、ベッドで小説を読み耽っている真剣な横顔に、思わずニヤリと口元を綻ばせた。

　ゲームでは、さっきのやり取りが恋愛スイッチの入るひとつめの切っ掛けとなっている。もし、このままゲーム通りに事を起こしていったら、ヒロインではなく私のことを好きになってくれたりするのだろうかと、リアはあらぬ想像を膨らませた。

　しかし、すぐにそれはないと自分の妄想に笑いが込み上げてくる。今、ルーシアスの目に自分はセインとして映っている。

　可愛らしい見た目をしていてもセインは男だし、何より『フラワームーンナイト』シリーズは乙女ゲームであり、ＢＬゲームではない。

　リアが登場する２作目の、それもスカーレット王子ルートでなら、ヒロインの邪魔を出来るかもしれないが、ここは１の世界。

　仮に、自分はセインの妹だと暴露したところで１作目ヒロインに敵うわけもなく、逆にこうして入れ替わっていることをルーシアスに軽蔑され、嫌われてしまったとしてもなんらおかしくない。

　冷たくされたらと思うと、打って変わって気持ちが沈んでいく。切なくなりながら再びルーシアスに視線を戻して、リアはドキリと胸を高鳴らせた。

　小説を読んでいるとばかり思っていた彼が、いつの間にか自分を見つめていたからだ。

　目と目が合い、リアは呼吸を忘れる。頭の中が真っ白になり身動きすらできず、ただ彼を見つめ返す。

　たっぷり十秒ほど見つめ合ったのち、ルーシアスは急に興味を無くしたかのように小説へと視線を落とした。リアは取り残された気分で、瞬きを繰り返す。

　今の間は何だったのかと内心動揺しながらも、持っていたティーカップをトレーに戻し、セインの机へと身を翻した。

　どうか怪しまれていませんようにと心の中で祈りを捧げてから、教本へと手を伸ばす。

　ひとたびページをめくれば、好奇心の波にリアはのみ込まれていく。時間を忘れて、貪るように教本を読み続けた。


　翌朝、昨晩と同じように朝食の合図が寮内を駆け巡る中、ベッドの上でむくりと体を起こしたルーシアスは、勢いよく眼前に現れた目の下にくまを作り土気色の顔をしたリアにギョッとする。

「ルーシアス様、おはよう。とても清々しい朝だね」

「お、おはよう。……でもお前はちっとも清々しくない」

　リアは「ひどいなぁ」と苦笑いしながら、制服のジャケットの襟元を正したあと、ふわっとあくびをする。

「寝てないみたいだな」

　ルーシアスから発せられた非難めいた声音に動きを止めて、リアは罰が悪そうに答える。

「……ね、眠れなかったんだよ」

　続いた呆れのため息は聞こえなかったことにして、机と向き合って再び出そうになったあくびを必死に堪えた。

　彼の言う通り、リアは一睡もせずに夜を明かしてしまった。

　ほとんどの時間は教本を読み耽っていたが、真夜中に、同じく小説に夢中になっていたルーシアスから「お前もそろそろ寝た方が良いんじゃないか？」と声をかけられ、その時にしっかり休憩は挟んでもいる。

「俺は風呂に入ってくるが、お前はどうする？」とルーシアスから問われ、「お先にどうぞ！」と大声で遮り、そして、彼がシルク生地のパジャマに身を包んでお風呂から戻って来たあとは、「寝ないのか？」と繰り返される質問を、「あと少しだけ、読んでおきたいんだ」という言葉でかわし続けた。

　ルーシアスがやっと寝に入り、リアはシャワーを浴びにそっと部屋を抜け出す。そこからがまた大変だった。

　小さくて頼りない火が灯ったランプが等間隔に並んでいるだけで、廊下はかなり薄暗い。

　そんな中を歩くのは肝試しをしているかのようで恐怖が募る。

　寮生たちが寝静まっているようなら二階の浴場を使ってしまおうかと考えるも、試験前だからか廊下を歩いていると所々部屋から話し声や起きている気配がして、仕方なくセインに教えてもらった一階の浴場へ。

　しかし、浴場は真っ暗で涙が込み上げてくる。廊下から一つだけランプを拝借し、仄暗い中、上階から聞こえてくる物音にいちいち過敏に反応しながら、手早くシャワーを浴びる。

　再びパジャマに袖を通すだけでなく、男装という身支度まで完璧に整え終えるまで、気が気じゃなかった。

　足早に廊下を戻り、ルーシアスのおかげで明るい光に満ちている部屋に飛び込み、リアはやっとホッと息をつく。

　ルーシアスの寝顔を惚けた顔で眺めていたら眠くなってきたのだが、いつの間にか窓の向こうが明るくなってきているのに気づいてしまい、今寝たら寝坊してしまうのではと怖くなる。

　それに、パジャマから制服へと着替える必要もある。ルーシアスが寝ている間に済ませておくのが無難かもと考えて、だったら今のうちにと、着たばかりのパジャマを脱ぎ捨てた。

　制服に身を包むと幾分眠気も吹き飛び、リアは教本の続きを読むことにしたのだ。

　そして朝食の準備が調ったのを知らせるベル音で我に返って今に至る。

「ありがとう。久しぶりに小説に没頭できた。しかも、世界感が俺好みでしばらく余韻から抜け出せそうもない。続きも早く読みたい」

　後ろから伸びてきた手が、机上に小説の一巻をそっと置く。リアは小さく笑いながら、ルーシアスへと振り返る。

「余裕だね。昨日は教本にすら触れていないっていうのに」

「しっかり頭に入っているから問題ない。なんなら、今夜は二巻目を読むつもりでいる」

　そっと視線をルーシアスのベッドの枕元へ移動させると、待機中とでも言わんばかりに小説の二巻と三巻が積み重なっていて、リアは急に真顔になる。

「まさかとは思うけど、今夜も寮に泊まるつもりなの？」

「なんだ、その嫌そうな顔は」

「やだな、嫌だなんて思うわけないじゃないか……けど、今日は城に戻った方が良いんじゃないかな？　国王様と王妃様が心配なさるよ」

　ルーシアスにムッと顔をしかめられ、リアは慌てて言い訳を並べた。

　慣れない環境のなか彼の存在は心強い一方で、身代わりがバレてしまうかもという怖さはどうしてもつきまとう。

　愛想笑いを浮かべていたリアだったが、不機嫌顔のルーシアスに両頬をつままれ、「いたい、いたいってば」と抗議の声をあげる。

「ここは俺の部屋でもある。邪魔だと思うなら、お前が別の部屋へ行けば良い。……そうだな、それがいい。小説だけ置いていけ。俺も教本をニヤニヤしながら読み耽るお前が薄気味悪かったんだ」

「ニヤニヤなんてしてないぞ！」

「いや、してた」

　むきになって言い合っていると、扉が叩かれ、昨日と同じ男性騎士が姿を現した。

「ルーシアス様、おはようございます。朝から賑やかですね。制服をお持ちいたしました」

　微笑ましげに目を細めつつ歩み寄ってきて、抱え持っていた男子の制服をルーシアスに差し出す。

「今日は城に戻られますよね？　王妃様がとても心配されていましたよ」

　受け取る直前に追加された言葉に、ルーシアスは小さくため息をつく。

「制服、ありがとう。……それから、今日はちゃんと城に戻ると母上に伝えてくれ」

「かしこまりました。それでは、後ほどお迎えにあがります。失礼します」

　胸に手を当てかしこまってから、騎士はリアにもわずかに頭を下げて、部屋を出ていった。

　先ほどまでの騒がしさが嘘のように、部屋の中が静まり返った中で、ルーシアスがぽつりと呟く。

「……母上は、俺がちゃんと勉学に励んでいるのか心配なのだろうな」

　ゲームで王妃は教育ママに近いタイプの女性だったことを思い返し、リアの心も重くなる。

「王子も大変だね。誰よりも優秀であることを求められるんだから」

「その通り、大変だよ。俺はお前に負けたらいけないんだ」

　ルーシアスは呆れ顔でリアの肩を叩いてから、踵を返した。今のひと言で、リアの気持ちはいっそう苦しさを増し、制服を椅子に置く彼の足元を切なく見つめる。

「僕がルーシアス様の負担になってたなんて……って、ちょっと待てよ！　ここで着替えるのか！」

　俯きがちだった視線を上げた瞬間、リアは目を見開き、大声をあげる。ルーシアスがおもむろにパジャマの上着を脱ぎ捨て、上半身をあらわにしたからだ。

「なんだって？　お前、俺にどこで着替えろと言うんだ」

　言いながら筋肉質な体が振り返り、弾かれたようにリアは彼に背を向ける。

「そ、そうだよね。ごめんごめん。……謝るから、さっさと着替えてくれ」

『フラワームーンナイト』は18禁ではなく、健全なゲームだ。お腹チラ見せ程度はあっても、際どい露出を描いたスチルはない。

　一瞬ではあっても、見てしまった綺麗な肌、男性的な厚い胸板は、刺激が強すぎた。

　脳裏に浮かんだまま消えないたくましい体に頬を赤らめていると、「おい」と耳元で呼びかけられ、リアはぎくりと動きを止める。

　ぎこちなく視線を移動させれば、至近距離にルーシアスの綺麗な瞳。リアは卒倒しそうになる。

「俺の裸を見て、なに赤くなってんだよ。……もしかして、俺に気があるのか？」

「つまらない冗談を言わないで。僕は男だよ？」

「顔だけ見てたら、女に見えなくもない」

「し、失礼なっ！　僕は男だ！　ってか、早く着替えろ！」

　リアは喚きながら、半裸のままのルーシアスを両手で突き飛ばす。ルーシアスもよろめきながら後退しつつ、茶化すような眼差しをリアに返した。

「お前まさか、昨晩俺にいたずらしてないよな」

「そんなことするか！　もう良い、僕は食堂に行く！」

　恥ずかしさを膨れっ面で覆い隠して、リアは荒い足取りで扉へと向かっていく。「おい、セイン」とルーシアスの声が追いかけてきたけれども、それを無視して廊下へと出たあと、リアは小さく微笑み、ゆっくりと歩き出した。

　食堂前で追いついたルーシアスと朝食を共にしてから一度部屋に戻り、期待と不安で胸をいっぱいにしながら寮を出て校舎へ向かう。リアにとって、初めての登校である。

　挨拶してくる生徒たちへ笑顔を返しつつ、そわそわしながら校舎の中へ足を踏み入れた時、「おはよう！」と後ろから肩を掴まれた。

　驚き振り返り、さらに目を見開く。声をかけてきた青い髪色の男子生徒は、リカルド。水の魔力を持つ攻略対象キャラで、元セインのルームメイトでもある。

　リカルドは「おはようございます」とルーシアスにも元気に挨拶したあと、途端に泣きそうな顔になる。

「なぁ頼むよ、セイン。部屋、戻ってきてくれよ。俺、静かにしてるから。勉強の邪魔は絶対にしないって誓うからさ」

「……試験期間中は、戻るつもりないから」

「寂しいこと言うなよ。だって俺、あいつ嫌なんだよ。セインに追い出されたって、ずっとぷりぷり怒ってるし、居心地が悪くて仕方ない」

　リカルドがちらりと目を向けた先には、ルーシアスの元ルームメイトのドビートがいて、彼もこちらに気づいたらしく、昨日同様ジロリとセインを睨みつけてくる。

「あぁ怖い」とリカルドは少し大袈裟に震えてみせてから、セインの背中へおぶさるようにしがみつき、再び訴えかける。

「あいつと同室なのは、本当に厳しい。セインだってこの先ひとりで部屋にいるより、俺と一緒の方が楽しいだろ？　戻って来いよ」

　これじゃあ後ろから抱きつかれているみたいだと思いながら、リアは懸命にリカルドの手を振り払おうとするが、なかなか離れていかない。するとリカルドが「あれ？」と不思議そうな声を発した。

「セイン、ちょっと小さくなったような」

　呟かれたひと言に、思わず息をのむ。確かに、リアとセインの身長は五センチほど差がある。踵の高い靴を用意するべきだったと内心焦りを募らせた。

　何気なく視線を移動させ、じっと自分に注がれるルーシアスの視線に気がつけば、さらに生きた心地がしなくなる。

　今朝方言われた「女に見えなくもない」と言う言葉が、急に重みを増してくる。

　もしかして、怪しまれているのだろうか。バレるかもしれないという恐怖に顔を強張らせた時、リカルドがあっけらかんとした様子で、違う話題を口にした。

「でも、王子様が昨晩城に戻らなかったのは珍しいですね。なにか理由が？」

「セインが離してくれなくて。悪いな、こいつは俺と同室が良かったようだ。俺と親密になりたいらしい」

「真顔でさらりと嘘を言うなよ！」

　淡々とルーシアスから放たれた誤解を招くような台詞にリアは噛み付き、なぜか信じた風に「まさか」と固まったリカルドへと口元を引きつらせた。

「もういい！」と思い切りリカルドの手を払い落として、リアはその場から逃げるようにひとり先に歩き出した。


　試験一日目、無事終了。

　どうなることかと思ったが、昨晩得た知識を遺憾なく発揮して、ほとんどの回答を埋めることができた。この調子でやれば、恥ずかしくない結果を残せるのではと希望が膨らんでいく。

　ホッとしたところで眠気に襲われ、リアは大きなあくびをしながら、教室を出た。

　セインは気さくだからか、人が多く寄ってくる。話しかけられるたび、うまくセインを演じなくちゃと余計気を張り疲れるため、このまま寮の自室に戻るべきなのだろうが、リアにはどうしても立ち寄りたい場所があった。

「わぁ」

　校舎の中庭に出て、大木を見上げながら一歩一歩近づく。見事に咲き誇っている淡い紫色の花を見つめていると、本当にここは『フラワームーンナイト』の世界なのだと実感する。

　今でも思う。どうしてこんな不思議なことになっているのか。

　ざわりと枝が揺れ、ふわりと花の甘い香りが辺りに立ち込めた。胸いっぱいに吸い込み心地良さを覚えながら、ふと、もしかしたら神様はリア・ミルバルトを死なせたくなかったのかもしれないと思いつく。

　２の後日談として、リアはジルラフォレスト国とロンダネル国の共同開発に携わり、さまざまな研究の末、その類い稀な頭脳を生かして高精度のポーションを生み出すというエピソードがあった。たくさんの人や動物が、それで救われるのだ。

　使命だなんてそんな大それたことは言わない。けれど、私でもできるというのなら、その未来を実現させてみたいと、リアは気持ちを強くする。

「でもまずは、目の前の試験よね。頑張らなくちゃ」

　ふふっと笑いながらひとり呟き、大木の前から立ち去ろうとした時、中庭への出入り口付近で「きゃっ！」と小さな悲鳴が上がった。

　何事かと視線を向け、ギョッとする。向き合っている女子生徒に対して、ドビートが怒りの形相を浮かべていたのだ。

「ご、ごめんなさい」とか細く謝る声が聞こえたが、ドビートは聞く耳持たずで「どうしてくれるんだ！」と喚き立てる。

　気になったリアは、ハラハラした様子で遠巻きにふたりを見ている女性生徒三人組に「どうかしたの？」と問いかける。すると、三人組はリアを見てぽっと頬を染めつつ、「あの子がぶつかった拍子に、教本に紅茶を零しちゃったみたいで」と経緯を語り出した。

　ドビートの左手には教本があり、そして足元に紙製のコップが落ちている。リアはそういうことかと納得し、相手が悪かったかもと苦い気持ちが広がる。

　ドビートの怒りに満ちた大きな声に、ぽつりぽつりと女子生徒の消え入りそうな謝罪の声が混ざり、そしてとうとうドビートが女子生徒を右手で突き飛ばした。

　ふらついて後退した女子生徒を、さらにもう一度ドビートが突き飛ばす。その瞬間、吹き抜けていった風から魔力を感じ取り、リアはたまらずふたりへと駆け寄っていく。

「やりすぎだよ！　そもそも学内では、生徒間で魔法を使うことを禁止されているだろ。忘れたの？」

　三度、女子生徒を突き飛ばそうとしたドビートの腕を横から掴み取って、リアは鋭く注意する。ドビートが睨みつけてくると同時に、魔力の気配が徐々に薄くなっていった。

「彼女は謝ってるんだから許してあげなよ。不注意でぶつかったならお互い様だろ？　教本だって新しいのに交換も可能だ。そう生徒手帳に書いてある。だからそこまで責める必要はないはずだ」

　ドビートは忌々しげに舌打ちをし、リアの手を振り払った。

「……セイン・ミルバルト」

　怒りのバロメーターが上がったのが明らかにわかるほど、リアを見つめるドビートの表情が醜く歪んでいく。

「よくも俺の前にのこのこと出てこられたものだ。やりすぎだと？　自分がしたことを棚に上げてよく言う」

　威圧され、わずかに後退りしつつも、リアは拳を握りしめて立ち向かう。

「もしかしてそれ、僕と君が部屋を交換したことを言ってるの？」

「あれもこれもだ、白々しい！　ルーシアス様の同室になるために、俺がどれだけ頭を下げたと思ってるんだ。ここで王子の信頼を勝ち得て、将来は右腕として……あぁもう、お前のせいで台無しじゃないか！」

「僕のせいにするなよ！　それくらいで台無しになるなら、最初からうまくいくはずないだろ。そんなこともわからないの？」

「なんだと！」

　ドビートが右手で乱暴にリアの胸ぐらを掴み上げた。苦しさに顔を歪めながらも、引くのは嫌だとリアもドビートを睨み返す。

　一方で、顔色が変わるほど怒りを向けられたことなど初めてで、心に芽生えた恐怖がじわじわと広がっていく。

　ドビートはリアをグッと引き寄せ、ニヤリと笑いかけた。

「教師たちはみんな言ってるぞ。実際、お前は出来が悪いと。白状しろよ、入試試験の好成績はミルバルト公爵が裏で手を回したからだって」

「……ふ、ふざけたことを言うな」

「しかも、父親に期待されてるのは、優秀だけど醜い妹の方なんだってな。お前はただの女ったらしのバカでしかなく、惨めだなぁ」

　確かに、リアもセインのことをただのチャラ男だと思ったことはあった。

　けれどこうして他人から悪意を持って言われると、苛立ちが沸き起こる。どうしても許せない。

「僕がただの女ったらしのバカだって？　今すぐ謝れ」

　自分を掴み上げているドビートの手を両手で掴んで、思いっきり爪を立てた。

　噛みついてもやろうかと思った瞬間、教本を持つドビートの左手が大きく振り上げられ、そのままリアの顔面に痛みが走った。

　痛みが恐怖をのみ込み、怒りを増幅させていく。

「早く僕に謝れ！」

　再び本で殴られそうになり身構えるも、二回目の痛みはやってこなかった。

　代わりにドビートの口から「熱い！」と悲鳴が上がり、リアを掴んでいた手も離れていった。地面へと落ちた教本は勢いよく燃えていて、リアはぎょっとする。

「濡れているようだから乾かしてやろうかと思ったんだが、加減を間違えたようだ。すまない」

　背後から聞こえた声に思わず笑みを浮かべたリアの隣りに、謝罪しながらもまったく悪びれた様子のないルーシアスが並び立った。

「こいつが聞いた通りのバカかどうかは、試験の結果が出ればわかるさ。見下した相手より自分が下だったら、さぞかし惨めだろうな」

　ルーシアスから辛辣に指摘され、ドビートはもごもごと何か言いかけたが、分が悪いと感じたらしくわずかに顔を青くし俯く。

　リアは、禁止されている魔法を使ってまでルーシアスが助けに入ってくれたことが嬉しくてたまらない。綻ぶ口元を抑えきれずにいたが、気持ちを奮い立たせたドビートが八つ当たりのごとく、最初に絡んでいた女子生徒を睨みつけたのを目にし、ハッとさせられる。

「元はと言えばお前が悪いんだ！」

　怒りを爆発させる寸前のような顔で詰め寄ってきたドビートに、女子生徒はびくりと体を強張らせた。「またこいつは」とリアが一歩踏み出すも、それよりも速く、隣に立っていた彼が動き出す。

「彼女にまで手を出すな」

　ルーシアスは女子生徒の腕を引き、背中で庇うように彼女の前へと出た。

　苛立った顔にリアは少々面くらい、そして彼に守られているその子を見て、目を大きくする。

　薄茶色の髪は肩より少し長く、耳もとにはピンク色の宝石が連なった髪留め。それは、１のヒロインが両親から入学祝いとしてもらった髪留めにそっくりだ。

　ルーシアスが庇ったのが主人公だと気が付いた瞬間、リアの気持ちがすっと落ちていく。

　ドビートは「人聞きの悪いことを言わないでくださいよ」と引きつった笑みを浮かべた後、何か思い出したようなことを呟きながら、とたとたと逃げ出す。

「大丈夫か？」

　ひと段落ついたところで、ルーシアスがヒロインに気遣う言葉をかけ、ヒロインはルーシアス、そしてリアに対して丁寧に頭を下げた。

「はい。ルーシアス様、セインさん、助けてくださりありがとうございます。おふたりには何かお礼を」

　ヒロインからにこりと笑いかけられ、リアは両手を振って否定する。

「僕にはお礼なんていいよ。気にしないで」

　ニコニコ笑顔の裏側で、止まらない切なさを必死にひた隠す。

「そうですか」と困り顔をしたヒロインに、ルーシアスが「絡まれることはよくあるのか？」と問いかけ、ふたりは談笑を始める。

　ゲームでヒロインは入学式当日にルーシアスと言葉を交わし、知り合いとなる。初めての試験を迎えるこの時期には、気軽に話しかけられるくらいの関係になっていたとしてもおかしくない。

　いずれ恋人同士になるかもしれないふたりを目の前にし、リアの心にもやもやとした感情が広がっていく。

　ヒロインが先ほど言った通り、ルーシアスは彼女を助けるために口を挟んできたと考えるのが自然だ。

　いくらヒロインだと気づかなかったとは言え、彼が助けに来てくれたのは自分だと純粋に思ってしまったことが恥ずかしくて仕方ない。

　しかし、心の中にうごめく感情は恥ずかしさだけではない。胸をちりっと焦がすこの気持ちは……嫉妬。

　思わず後退りしたリアに、ルーシアスは気が付き、「どうかしたのか？」と問いかけるように目を細めた。

「僕は先に部屋に戻ってるよ」

「セイン？」

　完全に怪しんでいる眼差しに精いっぱいの笑顔を返して、リアはふたりに背を向け歩き出す。

　足早に校舎の廊下を進む途中で何人か声をかけられたが、動揺がおさまらず余裕もない今、軽く頭を下げ返すことしかできない。

　寮へと戻り、階段を一気に駆け上り、脇目も振らずに自室へ向かっていく。室内に飛び込んで大きく息を吐き出し、リアは力なくベッドに腰掛けた。

　ぼんやりと壁を見つめながら、ヒロインに嫉妬してどうするのよと心の中で自分自身をたしなめる。

　ヒロインが誰のルートに進んでいるのかは分からないが、ルーシアスが選ぶのはヒロインか、もしくはライバルキャラであるバーバラのどちらかと決まっている。

　そこにリアという選択肢は存在しない。感じた胸の痛みを吹っ切るように、大きく首を振った。

「余計な気持ちは持っちゃだめ。私は今、セインなの。無事大役を果たし終えるまで、きっちりセインになりきらなくちゃ。……そうよ、私には別の王子様がいるじゃない」

　深呼吸してからリアは立ち上がり、ひとまず鍵をかけておこうと扉へと向かう。

「すべてはスカーレット王子に会うため、に……」

　力強く宣言しつつ、かんぬきに手を伸ばした瞬間、勢いよく戸が開かれた。

　目の前に現れたルーシアスと目が合って数秒後、急に気まずさが込み上げてきて、リアは視線を逸らす。

　するとルーシアスは何も言わずに室内へと足を踏み入れ、リアの腕を掴む。

「な、なんですか？」

「こっちへこい」

「ちょ、ちょっと」

　そのままルーシアスのベッドまで引っ張られ、「そこに座れ」と指示される。リアは「なんだよ急に」と文句を言いつつ、素直にベッドに腰掛けた。

「お前、スカーレットと知り合いだったのか？」

　自分のクローゼットへ移動しながらのルーシアスの問いかけに、リアは思わず動きを止める。

「知り合いというわけではないけど、見かけたことはあって……あぁ、ええと。実は憧れてるんだ」

　リアが苦し紛れに理由を並べたあと、ルーシアスは「ふうん」と抑揚なく呟き、長方形の箱を手にして戻ってくる。

　真横に腰掛けられ、肩と肩が触れ合うほどの距離感に、リアはそわそわと視線を彷徨わせた。

「セイン、大丈夫か？」

「だ、大丈夫に決まってるだろ！」

「そうか、それなら良いが。我慢しているように見えたから」

　切なげに発せられたそのひと言にリアはドキリと胸を高鳴らせる。同時に、ヒロインとルーシアスが笑っていた時、自分はいったいどんな顔をしていたのだろうかと不安にもなった。

　困り顔で視線をのぼらせると、再びルーシアスと目が合い、次の瞬間、温かな指先が頬に触れ、鼓動が加速する。

「ここ、痛かっただろう。少し血が出てる」

　焦れるように動いたルーシアスの指先が唇の端に触れ、リアは大きく「痛いっ！」と叫び声をあげる。

「血？　わっ、本当だ」

「なんだ、気づかなかったのか」

「痛いなぁとは思ってたけど」

　慌てて口元に触れると固まった血が指先に付着し、こんな状態になっていただなんてと唖然とする。

　ルーシアスは持ってきた箱を開け、中から小瓶を取り出す。蓋を開けると、草の匂いに似た香りが鼻孔を掠める。

「……そ、それは」

「怪しいものじゃない。何かあった時のためにと俺が用意しておいた塗り薬だ。取り柄の綺麗な顔に跡が残ったら嫌だろ」

　それを王子であるルーシアスが塗ってくれようとしたため、リアは慌てて彼の手を掴んだ。

「わ、悪いから自分でやるよ」

「良いから、じっとしてろ」

「……ありがとう」

　迷ったが、気遣いを無下にするのも気が引けて、リアは言葉に甘えてルーシアスへ顔を向ける。ぐっと顔と顔の距離が近くなり、薬を塗ってもらっている間、リアは恥ずかしさと必死に戦う。

　そっと指先が傷口から離れた瞬間、ゆるりと視線が繋がる。

「お前は彼女を、……さっき助けたあの女子生徒のことが好きなのか？」

「僕が？　それはないよ」

　真剣な眼差しに緊張がわき上がり、うっすらと喉の渇きを覚えた。

　思わず否定したあと、失敗したかとリアは思いを巡らせる。セインがヒロインをどう思っているかは、本人に聞かないとわからないからだ。

　交代する時にそれとなくセインに謝っておいた方が良いだろうかと考えていると、ルーシアスが続けた。

「小賢しいあの男をこの部屋から追い出した時は、楽しんでいるようにすら見えたのに、今日は違った。立ち向かったお前はどことなく心細そうで、震えているようだった」

　確かに相対した時、リアは恐怖を感じていた。本当に震えていたとしてもおかしくない。弁が立ち度胸もあるセインだったらルーシアスの手を借りることなくうまく立ち回れたのだろうなと思うと自分が情けなくなり、リアはわずかに肩を落とした。

「余裕がなかった原因は彼女がいたからだろ？」

　少しばかり不機嫌に繰り返された質問が、まるで恋のライバルへ探りを入れているかのように聞こえ、リアの心に苛立ちがわき上がる。

「良い加減にしてくれよ……彼女に気があるのはルーシアス様の方だろ。だから使用を禁止されている魔法を使ってまで、彼女を助けるために割って入って来た」

「俺が？」

　少し強めの口調で言い放つと、ルーシアスはポカンとした顔をした。今度はその様子が、ヒロインへの恋心を気づかせる切っ掛けを自分が作ってしまったかのようで、苛立ちが加速する。

　些細なことで嫉妬している自分も嫌になり、これは少し距離を置くべきかもとリアは立ち上がる。

　しかし、ルーシアスの側から離れることはできなかった。歩き出すより先に、腕を掴み取られたからだ。くっと腕を引かれ、反射的にリアは振り向き、そしてルーシアスが囁きかけた。

「あの時、俺が守りたかったのはお前の方だ」

　どこまでも真剣に告げられた事実に、リアの時間が止まる。一気に頬が熱くなり、だめだとわかっているのに、嬉しくて口元が緩みそうになる。

　ルーシアスもハッとし、自分の発言に戸惑うようにリアから手を離す。

　気恥ずかしい空気に耐えきれなくなって、リアは明るく茶化すようにルーシアスの肩を叩いた。

「やだなぁ、僕のあまりもの可愛らしさに庇護欲そそられちゃった？　あれくらいで怯えるほど、僕はか弱い男じゃないよ」

「あぁ、わかってる。結構図々しいし、腹黒いところもある。見た目とのギャップがありすぎるんだ。まずはその顔をどうにかしろ、ずるいぞ。お前はずるい男だ」

　逆ギレ状態のルーシアスにビシッと指さされ、リアは思わず身をのけぞらせた。

「俺は今から城に戻る！」

　ルーシアスは部屋の中を行ったり来たりしてから、やっと出口を見つけたかのように扉へと向かう。勢いよく扉を開けて出て行こうとするも、途中で足を止めて、ため息混じりにリアへと振り返った。

「痛むようなら、冷やしておけ」

　ふっと見せた心配そうな眼差しに、リアの心は素直に反応する。

「ありがとう、ルーシアス様」

　笑顔で答えたリアにルーシアスはわずかに目を見開いた。

「……また明日」

　罰が悪そうに顔を逸らしながら小さく呟いて、ルーシアスは部屋を出て行く。

「あぁ。また明日」

　閉じた扉にルーシアスの後ろ姿を思い描いて、リアは微笑みかけたのだった。



	
			三

　試験二日目、教室でルーシアスと顔を合わせ、「おはよう」と言葉を交わした時もまだ変にギクシャクしていたが、ぽつぽつと話をしているうちに、いつの間にか気まずさは消えていた。

　初日同様一緒に食事をした後は、試験が終わるまで城に戻らないことにしたらしいルーシアスと部屋に戻り、小説の話で盛り上がる。

　そのあとリアは試験勉強に取り掛かり、ルーシアスは小説の二巻を手に取ったのだった。


　試験三日目も無事に乗り切って、ホッとした気持ちのまま夕食の時間に。

　朝晩、ルーシアスとふたりっきりでの食事が続いていたが、今夜は部屋を出た途端、待ち構えていたリカルドから相席を求められ、他にも数人合わさっての賑やかな食事となった。

「ルーシアス、僕、もうお腹いっぱいだから、先に失礼するよ」

　リアは隣の席のルーシアスにそう告げて、リカルドたちが話に夢中になっている隙に、こっそりと席を立つ。

　厨房へと小さく声をかけて、バスケットを受け取り、そそくさと食堂を後にした。

「おーい、犬ー！　どこにいるの？　出ておいで」

　リアは寮を出て、その周辺をうろうろと歩き出す。町で助けてからアカデミーまでついてきてしまったらしいあの老犬を、試験が終わり寮へと戻る道の途中で見かけたのだ。

　またアカデミーの守衛に見つかって敷地の外へ追い出されてしまった可能性もあるが、なんとなく再び自分の近くに姿を現すような気がしてならないのだ。

　バスケットの中身はパン。夜食用にとお願いして、犬にあげるためのパンを用意してもらっていたのだ。

　花壇のそばを通り過ぎようとした時、傍にある屋根付きの材木置き場でガタリと物音がし、そこから茶色の毛の塊がこちらに向かって一直線にやってくる。

「まだいたんだね、よかった。パンあるよ、お腹空いてない？」

　リアはその場に膝をつき、やってきた老犬の頭を撫でながら、話しかける。キラキラ輝く瞳に微笑んでから、もらってきたパンを分け与える。

「本当についてきちゃって良かったの？　飼い主は？」

　無我夢中でパンを食べる犬に問いかける。首輪はしていないけれど、野良犬にしてはひと懐っこい。

「……ねぇ、もし良かったらだけど、私にこのままついてくる？　新しいお家で、一緒に暮らそうか？」

　見ていると、莉愛時代に飼っていたモカを思い出し、懐かしい気持ちにさせられる。

　再び頭を撫でると、老犬はリアの周りをぐるりと一周し、楽しそうに尻尾を大きく振った。

「何をしているのかと思えば」

「ルーシアス様！」

　突然後ろから声をかけられ、リアは肩越しに驚きの顔を向ける。

「抜け出して来たの？」

「あぁ。お前がいないなら煩わしいだけだから」

「え？」

「……次から次へと話しかけられてうるさいってことだよ」

　ルーシアスに少し乱暴な口調で補足され、リアは「そっか」とぽつり呟く。

　犬から愛想を振り撒かれ、ルーシアスは綺麗な笑みを浮かべて優しく頭を撫でる。その様子に魅入っていたリアだったが、満足したらしい犬が辺りを散策し始め、ルーシアスの眼差しが自分へ向けられた途端、ぎこちなく視線を逸らす。

　ルーシアスはリアの隣に並ぶと、さっきまでの穏やかさから一転して、呆れ顔で問いかけた。

「お前、本当は犬が好きな癖に、なぜあの時逃げ回ってた」

「あの時？」

「入学してすぐにあっただろ。敷地内に迷い込んだ犬に追いかけられて、青い顔で逃げ惑ってたことが」

「……そ、そうだったっけ」

　その情報は知らないし、セインのそんな姿を想像するとつい笑ってしまう。

　彼にも苦手なものがあったんだなと微笑ましく思う一方で、覚えておいて損はないわねと弱みを握ったような気持ちにもなった。

　ルーシアスの「戻るぞ」というひと言でふたり並んで歩き出す。老犬も途中までついてきていたが、寮の前に到着すると気ままな様子でどこかへ走って行ってしまった。

　そのままルーシアスと一緒に寮へ足を踏み入れようとした時、背後でドンッと大きな音が轟き、リアは勢いよく振り返る。

「わぁ、花火だ！　この時期に何かあったかな」

　試験期間中に、花火が上がるなんてイベントはゲームで起きていない。続けての知らない情報に驚きと興奮を隠せないでいると、ルーシアスが疑問に答えた。

「あの花火は俺の妹の誕生日を祝うためのものだ。毎年恒例のな」

「そうだったんですね」と言いかけて、リアは咄嗟に口を噤んだ。

　ゲームではルーシアスに関わらず誰の誕生日でも、準備したプレゼントを渡すくらいでさらりと終わってしまう。

　けれど、この花火が毎年恒例と言えるほど王族の誕生日での馴染みの光景だとしたら、知らないのは変かもしれない。

「……お、おめでとうございます。すごく大きくて立派な花火だし、王女様もきっと喜んでおられるだろうね」

「そうだな。この花火で機嫌が直っていたらいいが」

「機嫌、悪かったの？」

「あぁ。毎年出席していたパーティーを、今年は試験だからと断ったから。もちろん贈り物はしたけど、それだけじゃ不満らしい」

　きっと、素敵なお兄様に試験よりも自分の誕生日を優先し祝って欲しかったのだろうとリアは苦笑いする。

　大輪の花火が空中で留まり、そこからドラゴンやフェニックス、妖精など、さまざまな形態へと変化していき、さすが魔法の世界だとリアはうっとりと夜空を見上げ続けた。

「本当に綺麗だなぁ」

　リアの心からの言葉に、ルーシアスも感慨深げに同意する。

「俺もそう思う。隣国ロンダネルに、魔法花火の創造が盛んな地方都市があるのは知っているか？」

　リアはルーシアスへと視線を落とし、ゆるりと首を横に振った。

「三年ほど前、視察に訪れた時、ちょうど祭りの時期と重なっていて、魔法花火を見てきた。芸術性が高く、素晴らしかったよ」

「そんなにすごいなら、僕もいつかこの目で見てみたいな」

　うまく事が進めば、ロンダネルに留学できるのだから、もしかしたら体験できるチャンスを得られるかもしれない。未来への期待が増えて胸を高鳴らせたリアへ、ルーシアスは「素晴らしいのはロンダネルだけじゃない」と、ジルラフォレスト国内の話を語り始めた。

　国の北側、山間部に住むドラゴンは他と違って真っ白で美しく、剥がれ落ちた鱗はクリスタルへ変化する。鱗だけでも美しく見惚れるほどだが、それを利用して作り上げた魔具は高精度で、今はジルラフォレストが他国に誇れる特産品となっている。

　他にも、あまり知られていないがアカデミーの近くに妖精たちが集まってくる花畑があるとか、品種改良で魔力を上げる効果を伴った果物が生み出されたなど、さまざまな話をルーシアスが聞かせてくれて、リアは目を輝かせる。

「すごいなぁ。知らないことばかりだ。もっともっと知識をつけて、僕の世界を広げたい。それでいつか誰かの役に立ちたい」

　真面目に語ったあとルーシアスと目が合い、リアは気恥ずかしくなり笑って誤魔化す。

「って、こういうの僕らしくないよね」

　寮に入ろうと踵を返すが、歩き出す前に後ろから腕を掴まれた。

「いや、逆に好感を持てた。ずっと掴み所がないやつだと感じていただけに」

　真っ直ぐに自分を見つめるルーシアスの眼差しにリアの鼓動が大きく跳ねた。続けて柔らかく微笑みかけられ、頬が熱くなる。

「アカデミーを卒業したら、見聞を広めにどこか旅にでも出ようか。セインと一緒なら、俺自身も成長できそうな気がするし、何より楽しそうだ」

「……うっ、嬉しいこと言ってくれる！　いいね、絶対行こう！　忘れないでよ！」

　リアは嬉しさのあまり、自分の腕を掴んでいたルーシアスの手を両手で握りしめた。

　ルーシアスは「うん」と優しく返事をし、歩き出す。リアも満面の笑みで、歩き出したのだった。


　筆記試験は順調に進み、五日目の朝を迎えた。

　リアは一階でシャワーを浴びたあと、薄く明るくなり始めた空に時々目を向けながら、いつものようにこそこそと薄暗い廊下を小走りで進む。

　部屋に飛び込んでランプを戻して、無事にシャワーを終えられたことに改めてホッと息をつく。さっぱりしてご機嫌に、濡れた髪をタオルでゴシゴシと拭き始めた瞬間、わずかにベッドが軋みをあげた。

　びくりと肩を揺らしてからゆるりと振り返ると、ベッドに横たわった状態のルーシアスが、しっかりと目を開いてリアを見ていた。

「ルッ、ルーシアス様！　びっくりした。起きていたんですね」

「あぁ」

　部屋を出て行く時、まぶたはしっかり閉じられていた。眠っているものだと油断していたため、驚きは半端ない。

「お前、いつもこの時間にシャワーを浴びに行くよな」

「それは、試験期間だからだよ」

　じっと見つめてくる眼差しに緊張がわき起こる。リアはソワソワと熱くなった顔を手の平であおいだあと、じわりと汗ばんでいる首筋にタオルを押し当てた。

　無意識にルーシアスへ視線を戻すと、やはり見られていたようでバチりと目があった。しかし今度は、彼はわずかに眉根を寄せてから、勢いよく引き上げたブランケットに潜り込んでしまった。

　何か言いたそうなのに、何も言わないことはこれで何度目だろう。そんなことを考えながら、リアは小さくため息をつく。

　試験は順調に進んでいても、初日以来、ルーシアスとぎこちなくなる瞬間が度々訪れる。

　とは言え、彼が城に戻ったのは初日だけで、それ以降はこうして問題なく共に生活している。お風呂以外ほぼ一緒なため、嫌われている訳でもなさそうだ。

　筆記試験は明日で終わり、一日休みを挟んでから実技試験が始まる。自分の役目もそろそろ終わるため、ぎこちない空気を残したままセインにバトンタッチしたくないなと、リアはどうしても願ってしまう。

　リアは彼の机に積み重ねられている三冊の小説本に目を留めてから、静かにルーシアスのベッドに歩み寄り、その傍で床にぺたりと座り込む。

「小説、読破したんだね。面白かった？」

　話しかけても、大きな体がブランケットの中でもぞもぞと動くだけで、返事はない。リアはわずかに膨れっ面をしてから、ルーシアスの肩のあたりを指先で突いた。

「ルーシアス様ってば。……聞こえてるだろ？　無視するなよ。おーい、ルーシアス」

　ムキになって揺すっても、呼び捨てにしてもやはり返事はなく、リアは心の中で「あと少しでお別れなんだからさ」と寂しく呼びかける。

　しかしすぐに笑みを浮かべて気持ちを切り替え、ムキになって突っついていると、突然ルーシアスがブランケットを跳ね除けて、リアの手を掴み取った。

「なんだよ。しつこい……な」

　手を掴まれると同時に軽く引っ張られたため、そのままリアの体は前に傾き、ルーシアスの胸元へと抱きつくように倒れ込む。

　触れて伝わるルーシアスの温もりに、リアの鼓動が一気に加速する。頬を熱くさせながらゆっくりと視線をあげれば、すぐに綺麗な瞳に捕らえられ、息をのむ。

　見つめ合って数秒後、ルーシアスはきゅっと唇を引き結び、「重い」と呟きながらリアの体を押し戻した。リアも「ごめん」と顔を逸らす。

　数秒沈黙が続いたあと、リアはぎこちなさを残しながら明るく話しかける。

「……ひっ、筆記試験も、あと二日で終わるけど……ルーシアス様が教本を開いているのをあまり見てないかも。大丈夫？　もしかしたら、今回は僕が一番獲っちゃうかもよ」

「心配するな。お前には負けない」

　ぽつりと返された自信たっぷりの言葉に、リアはふふっと笑みを浮かべる。

　リア自身、手応えはある。しかし、教科によってはあっという間に問題を解き終えて余裕顔で教室を出ていく様子をみていると、彼は抜かせないだろうという直感も抱いてもいる。

　ゲームでもそうだったし、宣言通り、ルーシアスが一番だろう。そう予測を立てながらも、リアはちょっぴり面白くなくて、ぼやくように続ける。

「もし僕がルーシアス様の点数を上回っていたら、お願いのひとつやふたつ聞いてもらおうっと。何がいいかな」

　リアはベッドに突っ伏して、思考を巡らせる。王子様だからこそ知っている美味しい食事をご馳走してもらったり、手に入りづらい小説の本をどうにか融通してもらったりするのもいい。

　マルシェ近くの湖で一緒にボートに乗るのも楽しそうだし、夏祭りでランタンが夜空に上げられる時に城の庭に呼んでもらうのでも良い。

　思いつくままに頭の中で候補を並べ、ふっとリアは虚しさに襲われる。

　後ろふたつは、ルーシアスルートでのイベントだ。もちろん、相手はヒロインだからこそ起こるイベントなのであって、ヒロインでもなく、さらにセインとして見られている自分には縁のない話。「気味が悪い事を言うな」と一蹴されて終わりである。

　リアが切なさで表情を曇らせた時、ルーシアスがそっとブランケットから顔を出した。

「わかった。もし俺が一教科でも成績でセインに負けるようなことがあれば、なんでも言うことを聞いてやろう」

「ほっ、本当に？」

「あぁ。その代わり、俺が勝ったら、セインが言うことを聞くんだぞ」

「……えっ」

　結果が出た時、ルーシアスのそばにいるのは自分ではなくセインだ。勝手な約束はできず「それは無理だよ」と断りかけた瞬間、ルーシアスはぐっと体を起こし、身を乗り出すようにリアへと顔を近づけた。

「何が良いかな。楽しくなってきた」

「ちょっと待って」

「一応、セインもお願いごとのひとつやふたつ考えておけよ」

　焦るリアをよそに、ルーシアスは鼻歌混じりに再びブランケットの中へ潜り込む。余計なことを言ってしまったと途方に暮れつつ、試験勉強よりもセインへの言い訳を考える方が大変だとリアは項垂れた。


　いつも通り共に朝食を取り、揃って部屋に戻ってきたところで、扉の前にいつかの男性騎士が立っていることに気づいた。

「持ってきたか？」とルーシアスに問われ、騎士は「はい」と返事をし、大きな紙袋を差し出した。それを受け取り「ご苦労だった」とルーシアスが微笑むと、騎士はゆるりと頭を下げて、立ち去った。

「それは何？」

　部屋に戻り、リアはルーシアスの紙袋を覗き込む。

「……い、妹からの差し入れだ。気にするな」

「ふうん、そう」

　ルーシアスの返答は妙に歯切れ悪く、その態度と目にした物でリアの機嫌は急降下する。

　紙袋の中に入っていた箱にはしっかり見覚えがあった。サンクラートアカデミーにやってくる前に立ち寄った、マルシェ内のケーキ屋のものだ。

　そして、今のセリフにもリアには覚えがある。ゲーム中、ルーシアスはヒロインに何度かマフィンのプレゼントをするのだが、最初の頃は、気恥ずかしさを誤魔化すためか、妹からの差し入れのお裾分けという理由がつくのだ。

　廊下での騎士とのやり取りもしっかり耳にしているゆえに、本当にこれが妹の差し入れだとは思えない。

　きっと、前に一緒に食べたマフィンが美味しかったからヒロインにも食べさせたくて、さっきの騎士に御使いを頼んだのだろう。

「彼女とうまくいくといいな」

「……それはどういう意味だ」

　面白くなくて、つい嫌味っぽい言い方になってしまったリアに、ルーシアスもムッと顔をしかめて言い返す。

　意味なんて、……考えたくない。考えたら、たとえあと少しであっても、彼と一緒にいる時間が辛くなる。胸の痛みを必死に無視して、リアはルーシアスから顔を逸らした。

　手荒に教本やペンを鞄にしまい、「僕は先に行く」とだけ告げて急ぎ足で部屋を出た。

　ひとり廊下を進みながら、少し冷静さを取り戻す。早ければ試験終了後すぐに、セインが自分と入れ替わるためにやって来るだろう。

　それまで笑って楽しく過ごしたいと願うなら、さっきは平気な顔をするべきだったのにと、また微妙な空気にしてしまった虚しさで押しつぶされそうになる。

「どう頑張ってもヒロインには勝てないのに、嫉妬してどうするのよ。……あぁ、もう！」

　寮から出て校舎に向かって進みながら、わしゃわしゃと手で髪の毛をかき乱すリアに、「おい、セイン！」と気軽な口調で声が掛けられた。振り返ると同時にリカルドの腕がリアの肩に回され、首元をロックされる。

「お？　今日はルーシアス様と一緒じゃないのか？」

「一緒じゃない！」

「な、何怒ってんだよ。最近いつも一緒にいるから聞いただけだろ？　……ってか、お前、試験期間に入ってから、いろいろすげぇな。髪の毛はパサパサしてきてるし、目の下のくまもすごくて、廃人みたい。おまけに口の端を怪我してる。色男が台無しだぜ」

「放っといてくれよ！」

　ぐっさり刺さった指摘にリアは口元を引きつらせ、先ほどかき乱してしまった髪の毛をさっと手で整えて結い直す。

　髪の質は元からセインのように艶やかではない。そして、仮眠程度の睡眠でここまできたため、目の下のくまも仕方がない。

　多少は気をつけていたが、ゲームで見た試験期間中のセイン扮するリアのあのひどい状態に近くなりつつあるのは否めなく、ルーシアスにも同じように思われているのかもしれないと考えると、妙に切なくなる。

「……お、いたいた！　ルーシアス様、こいつにちゃんと眠るよう言ってくださいよ。この様子だと、そのうち倒れちゃいそうだ」

　リカルドが大きく手を振って呼びかけた名前に、リアはドキリと鼓動を高鳴らせる。

　寮の方から歩いてきたルーシアスが、追い抜きざまにムッと眉をしかめた。

「なぜ俺が、こいつの体調に気を遣わねばならない」

　冷たく投下されたひと言に、リアは数秒凍りつく。そして、足を止めずにそのまま通り過ぎて行ったルーシアスを指差し、喚いた。

「ルームメイトなんだから、ちょっとくらい心配してくれたっていいだろ！」

　追いかけようとしたけれど、絡み付いたままのリカルドの腕に阻止された。

「相手は王子様だからしょうがない。俺が代わりに気遣ってやるから」

「やめろ！」

　おまけに手荒に頭を撫で回される。リアが必死に抗っていると、前から伸びてきた手がリカルドの腕を掴んだ。

　いつの間にか舞い戻ってきていたルーシアスは、そのままリカルドの手を払い落とし、リアの手を掴み取って歩き出した。

　引っ張られる形で、ずんずん進んでいく。自分を掴む大きな手と、目の前の肩幅の広い背中を交互に見て、思わずリアは頬を赤らめる。

「……あ、あの、ルーシアス様？」

「早くしないと遅刻するだろ」

　ぶっきらぼうに返ってきた言葉に、リアは小さく微笑んで「そうだな」と囁きかけた。


　解答をすべて記入し終えてから、リアはふうっと息を吐きつつペンを置く。肩を軽く回しながら、斜め前の席に座っているルーシアスをちらりと見た。

　スッと伸びた姿勢も綺麗で、後ろ姿だけで美しい。やっぱりルーシアス様が一番素敵だなとしみじみ思っていると、視界の隅にヒロインの後ろ姿がちらつく。リアはゆっくりと視線を落とし、痛んだ胸元に手を押し当てた。

　どこからか鐘がなり響き、その試験終了の合図と共に「はい、そこまで」とやわらかい声で講師が制止を促した。生徒はそれぞれ席を立ち、教卓へ自分の解答用紙を置いていく。

　リアも解答用紙の提出を終えたあと、自然と目でルーシアスを探す。教室後方へと向かって歩いていく姿をすぐに見つけ、共に部屋へ帰るべく声をかけようとしたが、それよりも先に、細くて白い手がルーシアスの腕に触れた。

　少し頬を赤らめて話しかけたヒロインに、リアの足は急停止する。と同時に、それを面白くない顔で見つめるバーバラと、バーバラをまぁまぁと宥めるコニーの様子にも気づき、リアはわずかに唇を噛む。

　ヒロインがルーシアスルートに進んでいるのは間違い無いだろう。本来だったら仲が良いバーバラがそんな顔をするのは、ヒロインを恋のライバルだと認めたからに他ならないからだ。

　そう言えば、最初の試験期間に何かルーシアスとのイベントがあったような気がする。そんな事をふと思い出した時、ヒロインが周りを気にするような素振りを見せた。

　リアはいったん顔を逸らすもすぐに視線を戻し、並んで教室を出ていくふたつの後ろ姿を目で追いかけた。

　ルーシアスはすでにヒロインへの恋に落ちているのだろうか。まだだったとしても、ヒロインとの距離が縮まっているのなら時間の問題だろう。

　気持ちが重くなるのを感じながら、リアも部屋へ戻ろうと歩き出した時、「セイン・ミルバルト」と呼びかけられ、その声にうっと眉根を寄せる。

　ぎこちなく振り返った先には、気まずそうな顔のドビートがいた。

「話したいことがあるんだ。少し良いか？」

「なんだよ」

　別にこちらには話などないけどと言いたくなるのをぐっと堪え、ひとまず話を聞く姿勢にはなる。すると、ドビートはクラスメイトたちを肩越しに振り返りつつ、「ここではちょっと」と言葉を濁し、教室の外へ出ようと手振りで促す。

「人に聞かれたらまずい話なのか？　だったらお断りだ」

　この前のこともあるため、ふたりっきりになるのは避けたい。しかめっ面で横に首を振ったリアへ、ドビートは消え入りそうな声で呟く。

「その口の傷。謝りたいんだ」

　まさかのひと言に、思わずリアはまだ痛みの残る唇の傷に触れる。

「別に謝らなくても良いよ」

「そういう訳にはいかないんだ。ルーシアス王子にきつく叱られたんだよ。その時、しっかり頭を下げて謝ると約束してしまったから」

　しかし人の目のあるところで頭を下げるのはプライドが許さないと言うことかと腑に落ちて、「わかったよ」と仕方なしにリアは頷き返した。

　ドビートに続いて歩き続け、裏庭にまで連れて来られた所で、リアはたまらず声を発した。

「そろそろ良いだろ？　こんな所には誰もいないよ」

　木々が生い茂り薄暗くじめっとする中に、温室や用途不明の建物がいくつも建ち並んでいる。辺りに人の気配はなく、どことなく薄気味悪くもあるため、それ以上先に進みたくなくて足を止める。すると、ドビートはゆるりと振り返り、校舎の方を指さした。

「寮に戻る誰かに見られたら、笑い種になるから嫌だ」

　振り返ると、校舎と寮を行き来する際に使う通り道が、確かに遠くに見えた。再び奥へと歩き出したドビートに面倒臭いなぁとため息を吐きつつ、リアもゆっくりと歩を進めた。

　途中、戸が空いている建物の横を通過しながら、中はなんだろうと興味本位で覗き込む。中はそれなりに広い。持ち運べるほどの大きさの木箱がいくつか重ね置かれていて、床には埃も積もっている。ただの物置きかと結論付けた瞬間、いつの間にか足を止めていたらしいドビートにぶつかりそうになり、リアは大きくよろめく。

　危ないなと文句がちに顔を上げると、踵を返したドビートと目が合い、ギョッとする。謝罪すると言うからついて来たというのに、彼がひどく苛立った顔をしていたからだ。

「ルーシアス王子と約束してしまった手前、お前に謝る。……が、どうして俺だけがお前に謝らないといけない。お前だって俺に謝るべきだろ？」

　話が違うとリアはしばし唖然とするも、小さく頷いて軽く頭を下げた。

「……ルーシアス様と同室だったのに、追い出してしまったことなら謝るよ。試験が終わったら部屋を戻す話をしておくから」

　話をする相手はルーシアスではなくセインにだ。試験がある度に入れ替わるというのなら、密着度の高いリカルドとの相部屋は正直不安だけれど、自分のせいで誰かに迷惑をかけるのは嫌だ。

　それに、今後さらにルーシアスとヒロインは仲睦まじくなっていく。そんなふたりをすぐ近くで見続けるのも辛い。

　要求通り、リアは謝罪の言葉を口にしたが、ドビートに納得した様子は少しも見られなかった。それどころか、怒りが増幅しているように見える。

「この場所でよく平然とした顔でいられるな。忘れたとは言わせない！　俺の前で膝をつき、頭こうべをたれろ！」

　他に何かしてしまっただろうかと考えても、ヒロインを庇ったことしか思い浮かばない。

　しかも、あの時点で既にもう彼は怒り心頭の様子だった。となると、部屋のこと以外でもセインが何か怒らせることをしていたと考えるべきかもしれない。

　なんと言うべきかと頭を悩ませるリアの腕を、突然ドビートが掴み取った。そのまま乱暴に建物の中へと突き飛ばされ、リアは身構える余裕もなく、埃っぽい床の上に倒れ込む。

「何するんだよ！」

「やっぱり許せない。お前が俺にしたことをそのままお返しすることにした」

　言うなり、ドビートは重々しい扉を勢いよく閉じた。リアは青ざめながら立ち上がり、慌てて扉へと駆け寄る。必死に開けようとするが扉はびくともせず、怒りを込めて戸を叩いた。

「開けろ！」

「俺だってそう言った。けどお前は開けてくれなかった！　しかもこの建物内は発動した魔法が無効化されることを、お前は事前に知ってたはずだ。簡単に逃げ出せないと承知の上で、俺をここに呼び出したんだ」

　扉の向こうから聞こえた叫びに、リアはびくりと動きを止めた。

　それは、セインがここにドビートを閉じ込めたということかと、信じられない気持ちでいっぱいになる。

　セインにちょっぴり小悪魔的なところはあっても、決して性悪ではない。妹想いで優しく、ヒロインを好きになったらとっても一途で、ピンチには身を挺して守ってくれるほど。

「お前が僕を怒らせた理由があったはずだ」

　震える声でそう断言する。やや間を置いてから、ドビートの愉快そうな声音が返ってきた。

「理由？　……あぁ、妹を醜いと言ったことか。俺もこの目で妹とやらを見かけているんだ、何も憶測で言ったわけじゃ無い。鬱陶しいほどに陰気くさかったし、あれじゃあ縁談の話ひとつないっていうのも納得だ。俺は間違ったことはなにも……」

　怒りに任せて、拳でガツンと扉を殴りつけると、驚いたかのように言葉が途切れた。

　そう、セインは妹想いだ。そんな言い方で馬鹿にされて、怒らないわけがない。

「ここを開けろ。ぶん殴ってやる」

　リア自身も、あまりにも見下されていることに腹が立ち、怒りのままに物騒な言葉を吐き出すと、ドビートが鼻で笑った。

「あの日のお前と同じように、明日の朝、扉を開けてやるよ。そうしたらお相子だ。その時、俺もちゃんと謝ってやる」

「ふざけるな！　今すぐ開けろ！」

　大声で喚くも、そこで返答がふつりと途切れてしまう。ドビートが立ち去ったのだと思うと、本当にこの埃っぽく物寂しい場所で一晩を明かさないといけないのかと恐怖を覚えた。

「おーい！　誰か！」

　必死になって声を上げるが、何の反応もない。この建物付近は人通りがまったくなく、校舎や寮への通り道までの距離を考えても、声は届かないだろう。絶望的だ。

　扉は開かない。それ以外にここから逃げ出せる方法は無いかと建物内を見回して、目についたのは高窓だった。

　横に細長い形状ではあるが、縦幅からしてすり抜けられなくもない。木箱を重ねて足場にして高窓へと手を伸ばし、リアはがっくりと肩を落とす。窓は明かりとりとして設置されたようで、開けることはできなかった。

　どうしようとため息ばかりがこぼれ落ちていく。

　同室のルーシアスが部屋に戻ってこない自分を不審に思って、探してくれるのを期待するしかないかもと希望を繋ぐ一方で、今日に限って城に戻らないと良いのだけれどと不安も生まれる。

　泣きそうになりながら外の様子を窺うと、遠ざかっていくドビートの姿を見つけ、「ゲーム同様、本当に嫌なキャラね」と恨みを募らせる。

　ドビートが寮への道に差し掛かったところで、懐いてくれているあの老犬がひょこりと姿を現した。

　腕を振り上げて老犬を威嚇するドビートにハラハラしていると、そこへルーシアスが現れ、老犬を庇うように割って入っていく。暴力を振るう前にドビートを追い払ってくれたことに、リアはホッと息をついた。

　そこでハッとし、リアは「ルーシアス様！」と声を張り上げる。ついでにバンバンと窓を叩くも割れる気配すらなく、もしかしたら彼の耳に届くかもと抱いた望みは、呆気なく消え去った。

　おまけに、彼に続いて現れたヒロインの姿に、一気に気持ちが削がれていった。

　ヒロインはなにかルーシアスに話しかけたあと、老犬の前にしゃがみ込んでニコニコ顔で茶色い頭を撫でている。

　その様子を見つめるルーシアスの横顔も穏やかで、焦った様子でその場からぱたぱたと逃げて行くドビートなど、既に視界には入っていないようだ。

　孤独感に襲われ、すべてがどうでも良くなっていく。リアは木箱から降りて、壁にもたれかかるようにぺたりと座り込んだ。

　約束を守ってくれさえすれば、朝にはドビートがやって来てここから出られる。だから、一晩我慢すれば良い。

　気を抜いた途端、気だるさで動けなくなり、睡眠不足が手伝って眠気も襲ってくる。眠ればすぐに明日になるかもと、リアはゆっくりと目を閉じた。

　しばらくはうとうとしていたが、風が強いのか時々ガタガタと扉が揺れるため、熟睡までには至らない。

　日が落ちると同時にぐっと気温が下がり、リアは寒さに身を震わせ始めた。

　お腹も空き始めると侘しくもなり、寮の食事や温かな部屋を思い浮かべては、ため息を吐く。

　ガタガタと扉がひと際大きく揺れ、リアはびくりと身を竦めた。風だと分かっていても、月明かりのみですっかり暗くなってしまった空間の薄気味悪さが後押しして、絶妙に怖い。

　改めてここで一晩過ごさなくちゃいけないことが、大きな不安となって辛くのし掛かる。

　弱気になっていると、扉の向こう側でカサカサと微かに音が鳴った。明るいうちなら誰かいるかもと期待で目を輝かせただろうが、日が暮れた今、逆に何がいるのかと恐怖に顔を引きつらせる。

　手に息を吹きかけながら、風か、もしくは気の所為であってほしいと願っていると、扉の向こうで「ワン！」と鳴き声が響き、リアは弾かれたように扉へと駆け寄る。

「犬さん、そこにいるのね！　助けて！　お願いだから誰か呼んできて」

　寒さで所々声を震わせながら話しかけ、じっと耳を済ませて様子を窺う。扉のそばで匂いを嗅ぐ音は聞こえてきたけれどそれだけで、無常にもカサカサと葉を踏み鳴らしながら遠ざかっていく足音が続く。

　リアは慌てて木箱を上り、高窓から外を見たが辺りは夜の帷が落ちていて、老犬どころか何も見えない。

「……寒いと思ったら」

　しかも、ぽつりと雨粒が窓を打ち、とどめを刺されたような気持ちにさせられる。

　がくりと肩を落とした瞬間、足元がふらつき、木箱を盛大にひっくり返す形でリアは床へと倒れ込んだ。

「いてて」

　お尻や足にズキズキと走る痛みに耐えつつ、巻き上げた埃を吸い込んでしまったようで咳が止まらない。

　寒さにも震えながら、リアはぼんやりと雨で濡れ始めた高窓を見つめる。

「……ルーシアス様と過ごせるのは、きっと今夜が最後だったのに」

　明日は試験最終日。試験が終わったらすぐに迎えにくると言っていたため、明日の今頃にはミルバルト家へ戻っていたとしてもおかしくない。

　ルーシアスのそばにいられる最後の夜が、まさかこんなことになるなんてと、悔しくて涙が込み上げてくる。

　口の傷の手当てをしてくれた時に、自分に向けられた気遣いの眼差し。試験勉強の息抜きがてらに話しかけたら楽しくて、つい話し込んでしまったことも温かな思い出だ。

　ルーシアスは自分を通してセインを見ているだけで、そこに特別な感情などない。そう分かっていても、いつまでも彼のそばにいられたらと思ってしまう。

　ルーシアスに会いたい。叶わぬ想いだと分かっていても、すべて認めてしまいたい。

「こんなにも、あなたのことが好きみたい」

　自分の気持ちを言葉にすると同時に、リアの目から涙がこぼれ落ちていく。手で拭っても、後から後から溢れ出し、止まらない。

　咽び泣く中、遠くから犬の遠吠えが聞こえてきた。顔を扉へ向けてじっとしていると、今度はすぐ近くで、鳴き声が響く。

　ガタンっとかんぬきが外される重々しい音に、思わずリアが床に手をついて立ち上がろうとした時、一気に扉が開けられ、ざあっと雨音が大きさを増す。

「セイン！」

　勢いよく小屋に飛び込み、目の前までやって来て、床に片膝をついたルーシアスへと、リアは震える手をゆっくり伸ばしていく。

「……ルーシアス様。どうしてここに？」

「なかなか部屋に戻ってこないし、もしかしたら犬と一緒にいるかと思って外を捜していたら、あいつが目の前に現れて、ここに連れてこられた感じだ」

　ルーシアスの視線の先には、いつの間にか彼と一緒に小屋の中へ入ってきたらしい老犬。好奇心いっぱいに室内の匂いを嗅ぎ回っている姿に、助かったと感謝の念を募らせる。

「そっちこそ、どうしてこんな所に。心配して探し回ったぞ」

　ルーシアスはまだ制服姿のまま。しかも制服はしっとりと濡れて冷たく、雨の中、自分を捜し回ってくれていたのが分かり、リアの涙は余計止まらなくなる。

「ルーシアス！」

　リアは力いっぱい、ルーシアスに抱きついた。涙は溢れるままに、声を詰まらせながら素直な気持ちを言葉にする。

「僕を、探してくれてありがとう。すごく心細くて、怖くて、心の中でルーシアスがきてくれる事をずっと願ってた」

　震える小さな体をルーシアスはぎゅっと抱きしめ返す。

「もう大丈夫だ」

　耳もとで囁かれた優しい声にリアは力を抜いて、自分自身を預けるように逞しい胸元へともたれかかる。感じるのは、打ち付ける雨音と混ざり合う互いの鼓動。

「なにかあったのではと不安で仕方なかった。どうにかなりそうだった。……セイン、俺はお前を大切に思ってる」

「ルーシアス、僕は……」

　純粋に嬉しくて、本当は女なのだと言ってしまいたくなる。

　しかし、身代わりだと分かった瞬間、軽蔑されてしまうかもと考えれば恐怖が芽生え、その先を紡げない。

　何も言えないでいるリアに、ルーシアスは自嘲めいた笑みを浮かべた。

「分かってる、君はそんなつもりで言ったんじゃないと。嫌がらないでくれ。友としてでいいんだ。これからもそばにいさせてくれ」

　辛そうな様子を隠し切れないままにルーシアスは立ち上がり、リアに手を差し伸べる。

「話はあとだ。寮に戻ろう。このままだと風邪を引いてしまうぞ」

　自分だって服が濡れて寒いはずなのに、こちらの心配をしてくれている。その気持ちが嬉しくて流れ落ちた涙を拭ってから、リアは彼の手をしっかりと掴んだ。

「今日のことは忘れないよ、ありがとう」

　立ち上がり、心を込めてそう告げると、ルーシアスの口元に笑みが灯る。

　掴んだ手を離さぬままに、ふたりは戸口まで進んで行く。床に落ちているボロ切れの上を陣取りすっかりくつろいでいる老犬をその場に残して、雨の中を並んで走り出した。

　雨を滴らせ、カタカタと震えながら、寮へと駆け込む。

「温かい飲み物をもらってくる。先に部屋へ戻っていろ」

　階段前でルーシアスは立ち止まると繋いでいた手をそっと離し、ひとり管理人室へと進路を変えて歩き出す。

　取り残されると心細さが再発するが、女子寮の方から話し声が聞こえてくると、今は誰とも顔を合わせたくない気持ちが大きく膨らみ、リアは静かに階段をのぼり始めた。

　ひと気のない廊下を足早に進み、部屋に飛び込んだ瞬間、安堵で力が抜ける。ふらふら二、三歩歩いたところで、ぺたりと床に崩れ落ちた。

　ルーシアスが戻ってくる前に着替えておいた方が良いんじゃないかと考えても、だるくて体が動かない。

　ぼんやりしているうちに、ルーシアスがマグカップとバスケット片手に戻ってきた。

「ホットミルクと夜食用のパンをもらってきた。何も食べてないから腹減っただろ？　……って、大丈夫か？」

　マグカップを手渡し、傍にバスケットを置いたルーシアスは、身を屈めてリアの顔を覗き込む。心配そうな面持ちに、リアはにこりと微笑みかけた。

「うん。ちょっと気が抜けちゃっただけ。いろいろと本当にありがとう」

　ホットミルクをひと口飲んでからリアはバスケットへ手を伸ばす。蓋を開けてふわりと漂った香ばしい匂いに空腹感が刺激され、「いただきます」と早速かぶりつく。

　夢中になって食べ進めていたが、おもむろに制服を脱ぎ、私服へと着替え始めたルーシアスの姿が視界に入り、リアはパンを喉に詰まらせそうになる。

　続けて、慌てて飲んだホットミルクにもむせ返っていると、上半身裸のままでルーシアスがぽつりと呟く。

「どうして物置小屋に？」

　閉じ込められ怖い思いをしたとドビートを悪者にしてしまいたくなるけれど、先にセインが彼に同じことをしているため言い辛い。

　口籠もったリアに呆れた顔をし、ルーシアスは紙袋を差し出す。

「まぁいい。お前が言わなくても、いずれわかることだ。……ほら。これも食べろ」

「これ、僕がもらって良いの？」

　紙袋は、今朝彼が騎士から受け取ったマルシェ内のケーキ屋のものだ。ヒロインへの贈り物ではなかったのかと驚き、リアはルーシアスへ顔を向けるが、引き締まった素肌を視界に捕らえ、ぎこちなく顔をそらす。

「良いも何も、これはお前と一緒に食べるために買ってこさせたものだ」

　少し照れた口調で打ち明けられ、リアは視線を返せぬままに頬を赤らめた。

「そっか。……嬉しい。ルーシアス様、ありがとう」

　小屋で言ってくれた「大切に思っている」という言葉が、実感となって心の中で温かく広がっていく。

　すると、ルーシアスは気恥ずかしそうに手で口元を隠す。

「様はつけなくていい。これからは、以前のように俺を呼び捨てで呼んでくれ」

「い、嫌じゃないの？」

「あぁ」

「……分かった。それじゃあ遠慮なく、ルーシアスって呼ばせてもらうよ」

　こそばゆい気持ちで顔を綻ばせながら、紙袋のなかのマフィンを見つめていると、シャツを羽織ったルーシアスが着替えを手に、リアの前へやって来た。

「俺は風呂に入って、温まってくる。お前も一緒に行くか？」

　一緒にお風呂に入っているところを思わず想像してしまい顔を真っ赤にし固まったリアを見て、ルーシアスも赤面する。

「ちっ、違う！　純粋な気持ちで誘っただけだ。下心などあるわけが……ない、はず。多分」

「し、下心」

　つい呟き返してしまい、互いの間に微妙な空気が生まれる。ルーシアスは「行ってくる」とだけ告げて、逃げるように部屋を出ていった。

　部屋で再びひとりっきりとなり、リアは浮かべていた笑みを消す。

　本当のことを言ってしまいたい。けれど、どう反応されるかわからなくて怖い。相反する感情がせめぎ合い、心が悲鳴をあげる。

　身代わりで試験を受けるようなやつだったのかと軽蔑されることだけが怖い訳ではない。セインではなくリア・ミルバルトとしてルーシアスに認識してもらい、ヒロインと自分を天秤にかけられた時、結局彼はヒロインを選ぶのではと思ってしまうのだ。

「やっぱり今は無理よね。セインがサンクラートアカデミーを卒業するまで待つしかないかな」

　卒業後ならリアとして素知らぬ顔で、偽ることのない女の姿で、ルーシアスにお目にかかることだってできるはずだ。

　それまで我慢しようと寂しい決意をした後、小さくクシャミをし、思い出したように寒さで身を震わせる。

　ルーシアスが戻ってくるまでに私服に着替えておこうと立ち上がり、ひとまず誰も部屋に入って来られないように、扉のかんぬきをかけた。

　濡れた制服を脱ぎ捨て、着替えを終えてもやっぱり寒く、ブランケットに包まる。何度もクシャミを繰り返しながら最終日に向けての試験勉強を開始した。

　風呂から戻ってきたルーシアスもリアの様子を見かねて、「寒いなら湯船に入って温まってこい」と繰り返す。本当ならそうしたいところだが、まだ少し時間が早い。勉強がやばいなどとのらりくらりと言い訳をして、リアは机に向かい続けた。

　クシャミをしつつも集中力をとぎらせることなく、最終日の試験範囲をひと通り読み終え、リアは教本をぱたりと閉じた。さすがに疲れを感じて大きく息をつきつつ、夜が明けかけている窓の向こうへと目を向ける。

　そろそろシャワーを浴びに行っても良い頃合いだろうと、そろりと後ろを振り返り、ベッドで寝息を立てているルーシアスへと歩み寄る。

　寝返りを打った拍子に胸元に乗っていた教本が滑り落ちた。ベッドからも落下しそうになったため慌てて掴み取り、静かに教本を彼の机へ移動する。

「しばらくはルーシアスの寝顔も見られないのか。……ちょっと寂しいな」

　次の試験は約三ヶ月後。長くもなく、短くもない時間がもどかしくてたまらない。しかし、それも明日の試験を無事に乗り越えて、次に繋げられてこそだ。

　最後まで頑張るぞと拳を握りしめてから、リアはパジャマなどをまとめて抱えもち、ルーシアスが炎を灯してくれたランプも手に取り、シャワーを浴びるために部屋をでた。

　静寂に包まれた廊下を進み、軽い足取りで階段を一階まで降りていく。

　脱衣所から浴場まで誰もいないことをしっかり確認してから、跳ねた水が届かないあたりのタイル床の上にランプを置き、個室シャワーへと足を向ける。

　仕切りにパジャマや下着をかけてから、服を脱ぎ、胸を目立たせないように覆っていた布を外す。

　ざっと蛇口を捻ってシャワーのお湯を出すもなかなか温まらず、リアは小さくため息をつく。

「ぬるい。風邪ひきそう」

「だから湯船に入れと何度も言っただろ」

　背後で響いた声にリアは表情を失う。恐る恐る後ろを振り返ると脱衣所の方から歩み寄ってくるルーシアスの姿が目に飛び込んできて、どうしようと凍りつく。

　とりあえず体を隠さなくてはと視線を上げてタオルを忘れてしまったことに気づき、そして、そのタオルがルーシアスの手にあるのを見てとり、失敗したと血の気が引いていく。

「タオルを忘れていったから必要だと思って追いかけてきたが、お前、どうして二階じゃなく一階を使ってるんだ」

「そ、そうか！　タオルを届けてくれたんだね。ありがとう、助かったよ。その辺りに置いておいて！」

　それ以上近づかないでと願いを込めて言い放つと、ルーシアスの足が止まる。

「……追いかけてきた理由はそれだけじゃない。さっきの言葉はどういう意味だ」

「さっきの言葉？」

「しばらく俺の寝顔を見られないと言っただろ。元の部屋へ戻るつもりか？」

「違う。そういう意味じゃなくて」

　リアが慌てて否定すると同時に、止まっていたルーシアスの足が一気に前に進み出す。

「何が違うんだ！　俺に好意を抱かれて気持ち悪くなった……」

　目の前までやって来たルーシアスの言葉が不自然に途切れた。

　仕切りはそれほど高さがない。間近まで来てしまえば、顔だけでなく相手の素肌までも視界に入ってくる。

　そして、ルーシアスの唖然とした顔はしっかりとリアの胸元に向けられている。リアは勢いよくルーシアスに背を向けて、泣きそうな声で請う。

「そ、そんなに見ないでください」

「すっ、すまない。……え、っと、その……脱衣所で待ってる。ゆっくり、どうぞ」

　言いながら、ぎこちなく後ずさる足音を耳で拾う。脱衣所へと引き返した後、何かにぶつかって倒したらしく、派手な音が響き渡った。

「どうしよう」

　裸を見られ、完全に女だとバレてしまった。

「お父様、セイン。ごめんなさい」

　ミルバルト家没落の危機に頭を抱えつつも、こうなったら謝り通すしかないとリアは覚悟を決める。

　心に反してさっぱりとした体を、ルーシアスが落としていったタオルで拭き終えてから、しっかりと胸元を覆い、パジャマに着替え終える。私物とランプを持って、足取り重く脱衣所へと向かう。

「……お待たせしました」

　腕を組んで脱衣所の棚に寄りかかっていたルーシアスに声をかけると、閉じられていた瞼がゆっくりと持ち上げられた。

　何か言いかけるも、リアが小さくクシャミをしたため、ルーシアスは羽織っていた上着をか細い肩にかけて、「部屋に帰るぞ」と先に歩き出す。

　申し訳なさはあるが、上着に残っている温もりが心地よくて、リアは「ありがとう」と呟いて、ルーシアスを追いかけた。

　部屋に戻った途端、ずっと無言だったルーシアスがぽつりと問いかけてきた。

「……セイン、お前、女だったのか？」

　そこで思わず吹き出しそうになったが、しっかり表情を引き締めて、リアはルーシアスと向き合った。

「僕は、いえ、私はセインではなく、双子の妹のリア・ミルバルトと申します」

　言い終えると同時に深く頭を下げると、すぐに肩へ温かな手が乗せられた。

「セインに優秀な妹がいるのは聞いていた。噂は確かだったようだが、……どうしてこんなことを。代わりの者が試験を受けているとバレたら大変なことになるとわからないはずがないだろ？」

「ルーシアス様を騙すような形になってしまって、申し訳なく思っています。本当にごめんなさい」

　頭を下げたまま謝罪の言葉を口にすると、「リア」と優しく名前を呼びかけられた。

「謝らないで、顔をあげて」

　求めに応じて顔を上げるとリアの視線の先で、ルーシアスが美麗に微笑んだ。

「俺は君を責めている訳ではない。むしろ好きになった相手が、あの傍若無人なセインではなく才色兼備のリアだったことに、安堵しているくらいだ」

「ルーシアス様」

「リア、言っただろ。様はいらない、ルーシアスと呼んでくれ」

　そっと手を握りしめながら懇願され、リアは頬を赤らめつつ、「ルーシアス」と言い直す。ルーシアスは嬉しそうに、でもどことなく気恥ずかしそうに笑ってリアの手を離すと、ベッドに腰掛けた。

「こっちにおいで。俺にいろいろ話を聞かせて」

　ルーシアスから手を差し伸べられて、リアの足がゆっくり前進する。手を重ねおくと、そっと引き寄せられ、ルーシアスにぴたりと寄り添う形でリアは腰を下ろした。

「いつから入れ替わっていたんだ？　……あぁ待て、わかったかもしれない。試験前日、町で会ったくらいからだな」

「その通りです。セインが無事に卒業できるようにと、代わりに私が」

　そこでルーシアスが腑に落ちない顔をする。そんな表情も麗しすぎて、胸の高鳴りが止まらない。

「いつかドビートが言っていたように、座学に関して兄はいまいちで」

「魔力を使わせたら頭ひとつ飛び抜けているというのに、肝心の頭の方は本当に弱いらしい」

　深呼吸してから、リアは繋がったままの互いの手の上にもう片方の手を重ね置き、ルーシアスを真っ直ぐに見つめた。

「代わるのは筆記試験の間だけなので、明日には兄がここに戻ってくる予定なのです。だからこうして最後の夜を大切なあなたと過ごせて、私、幸せです」

　見つめ合い数秒後、ルーシアスはリアをぐいと引き寄せ、きつく抱きしめる。

「あぁ、リア。こんなに可愛らしいのに、どうしてセインだと信じて疑わなかったのか」

「双子ですから」

「中身はまったく違う。あいつに関しては魔力の高さはかっていたが、それだけだ。むしろ軽薄さが鬱陶しいと腹が立つばかりだったのに、なぜ恋心を抱いてしまったのか不思議でたまらなかった」

　王子を呼び捨てにしていたのは知っているが、セインは他にもルーシアスに対して何かしでかしているのではと、苦い気持ちでいっぱいになる。

「けれど、恋する相手があなたなら、いつでもどこでも誰の前でも胸を張って口説ける」

「……誰の前でも？」

　ヒロインの前でもと言いかけて、リアは言葉をのみ込む。

「今夜を最後になんてさせない。俺たちはこれからだ、覚悟しておくといい」

　甘美な響きを伴ってそう宣言し、ルーシアスはそっとリアに顔を近づける。

　額に触れた柔らかく温かな感触が彼の唇だと気づいた後、恥ずかしさが爆発し、リアはするりとルーシアスの腕の中から抜け出し、「べ、べ、勉強しなくちゃ」とふらつきながら机に向かったのだった。


　ベルの音色が教室いっぱいに鳴り響き、最後の筆記試験が終了する。

「終わったーー！」

　リアは腕を思い切り伸ばして、心からのひと言を発した。

　筆記試験がひと段落したためか他の学生たちも解放感に満ち溢れているが、しかし、ドビートだけがこの世の終わりのような顔をしていて、ひどく怯えた様子でリアの横を通り過ぎていった。

　今朝、朝食をとるべく食堂へ向かって廊下を歩いていた時、駆け寄ってきたドビートに「お前、どうやって物置小屋を出た」と胸倉を掴まれ、リアは物陰へと引きずり込まれたのだ。

「中には犬しかいなかった」と語気を荒げたドビートだったが、横から伸びてきた手に腕を強く掴み取られ、苦悶の叫びを発する。ドビートは怒りを込めて腕を掴む相手を睨みつけたが、そこにいたのがルーシアスだったため一瞬で顔を青ざめさせた。

　そして、「やっぱり、セインを閉じ込めたのはお前だったのか。軽蔑する」とトドメのひと言を突きつけられ、ドビートは瀕死の状態となる。

　ドビートの暴挙はセインにも原因があることを早めに説明しておかなくちゃと考えながらリアは椅子から立ち上がり、鞄を肩から下げた。

「おーい、セイン。試験も半分終わったことだし、気晴らしにマルシェでも行かないか？」

「悪いけど。疲れたから今日は部屋でゆっくりしたい」

　歩き出そうとしたリアの前に立ちはだかったのはリカルドで、避けようとしても通せんぼは続く。

「そういう時こそ、何か美味い物を食べるべきだろ」

　いつもの調子で、リカルドがリアの肩へ手を回して捕まえようとする。しかし、わずかに触れた瞬間、ルーシアスがリカルドの手を掴み取り、捻り上げた。

「……いてて、ルーシアス様、突然何するんですか！」

「悪い。勝手に体が動いた」

「なっ、それ、一体どういうことですか」

「すまない」

　ルーシアスは明確な説明は一切せず、リアが距離を取ったのちリカルドを解放する。「行くぞ」という言葉が合図となり、リアはルーシアスの後に続いて教室を出ようとしたが、今度は戸口で「ルーシアス様」と声がかけられ、足が止まる。

　次に声をかけてきたのはヒロインで、その手に小さな缶を持っていた。それを見て、あぁそうだったとゲームのとあるイベントを思い出したリアの心に、もやが広がる。

「とっても美味しいアールグレイの茶葉をいただきましたの。この後、ロビーで一緒にいただきませんか？」

　試験が終わる時、ここまでの労いと来週行われる実技試験に向けての英気を養うために、ヒロインがお茶会を開くのだ。ここで攻略対象キャラが参加するかしないかで、好感度をしっかり上げられているかどうかを計ることができる。

「……僕は、先に部屋に戻ってるね」

　ルーシアスのヒロインに対する好感度を知りたくなくて、リアはその場から逃げようとする。しかし、引き留めるように腕を掴まれ、大きく鼓動が高鳴り出す。

「待て、俺も行く。……悪いが、他に用事があるんだ。他のやつを誘ってくれ」

　最初はリアへ、そして断りの言葉はヒロインに向かって、ルーシアスがはっきりと告げた。「そうですか。わかりました」と受け入れたヒロインがとても残念そうで、リアの胸がちくりと痛む。

　そのままルーシアスに腕を引っ張られる形でリアは歩き出したが、途中で足がもつれて転びそうになり、ルーシアスの腕にしがみつく。

「大丈夫か？」

「ご、ごめん。……ってか、腕を離してもらえるかな？　歩きづらいよ」

　思わずしがみついてしまった恥ずかしさを誤魔化すようにリアが文句を口にすると、ルーシアスが肩越しにニヤリと笑う。

「そうか？　だったら転びそうになるたび、俺に抱きつくといい」

「なんでそうなる！　手を離せば済む話じゃないか！」

「なら、手を繋いでしまおうか」

「ルーシアス！　……もういい、早く行くよ！」

　ヒロインを始め、その場に居合わせたクラスメイトが自分たちのやりとりに唖然としていて、リカルドに至っては頬まで染めている。

　このままでは変な誤解を生んでしまうと、リアは掴まれている手を慌てて振り払い、両手でルーシアスの背中を押して教室を出た。

　校舎を出て寮への道までやって来て周囲に人がいなくなると、代わりに老犬が駆け寄ってきた。しゃがみ込んで頭や背を撫でながら、リアは後ろに立つルーシアスへ問いかけた。

「彼女からの誘いを断って平気？　本当は一緒にお茶したかったんじゃ」

「リアがセインと入れ替わってアカデミーを去ってしまうかもしれない時に、呑気に茶など飲んでいられるか」

　リアのモヤモヤとした疑問をきっぱりと跳ね除けながら、ルーシアスもリアの傍にしゃがみ、犬を撫でる小さな手に自分の手を重ねおいた。

「これからは、会いたくてもすぐに会えないのだから、共にいられる今この時を大切にしたい。もちろん誰にも邪魔されず、ふたりっきりで」

　リアの頬がかっと熱くなる。鼓動の高鳴りが手から伝わってしまうのではと思うほど、心が喜びでいっぱいになっていく。

　犬に別れを告げたあと、時折顔を見合わせて微笑み合いながら、リアはルーシアスと並んで寮に戻ってくる。そのまま階段へと差し掛かったところで、管理人がパタパタと足音を響かせて駆け寄ってきた。

「セイン・ミルバルト。妹さんが会いに来てらっしゃいますよ」と告げられ、もう来たのかとリアはルーシアスと再び顔を見合わせた。

　寮生は基本、実家に帰ることは許されていないが、家族が会いに来ることはできる。その際は自室ではなく、寮の応接室での面会だ。廊下を進み、管理人が食堂と浴場の間にある重厚な扉をノックして、「失礼します」とゆっくり押し開ける。リアを室内に入るよう促した。

　室内には侍女のルイスと、ベール付きのつば広の帽子で顔を隠し、緑色のドレスに身を包んだ女性がいた。女性はこちらに気づくと一足飛びにやってきて、リアに抱きつく。

「お兄様、元気でいらして？　会いたかったわ！」

「……や、やぁ。リア。久しぶり。元気そうだね」

　兄妹の親密さに微笑んでから「ごゆっくり」と管理人は部屋を出て行く。しかし、扉が閉まった瞬間、一緒についてきていたルーシアスがリアから女性を引き剥がしにかかった。

「元気が有り余っているようだな。体力バカが」

　突然の行動と投げかけられた皮肉めいた声音に、微かに見えている女性の口元が強ばり、そして、あろうことかチッと舌打ちをする。

「兄妹水いらずの時間に割って入ってくるなんて、野暮な王子様だ」

　ざっと帽子を脱ぎ捨てセインは顔を露わにした。ちょっぴりムッとしてはいても可愛らしく、女装姿がとっても似合っているため、リアは「セイン、すごく可愛い」と感激する。

　もちろん感激しているのはリアだけで、ルーシアスは冷めた顔でセインを見つめている。

「あーあ。その様子だと、ルーシアスには僕たちが入れ代わってるのをバレちゃったようだね」

　すっとセインはルーシアスに歩み寄り、躊躇うことなく指先でルーシアスの顎を持ち上げる。

「しかも、さっき聞いたけど、ここ最近城に戻ってないようだね。どういう風の吹き回し？　まさか僕の可愛いリアにちょっかい出したりしてないよね。もし手酷いことをしてたら、僕、激怒しちゃうよ？」

「ふざけるな。彼女を悲しませるようなことをするわけないだろ。リアは俺の大切な女性だ」

　互いに「僕の」と「俺の」を強調させての一触即発の状態に、リアは慌ててふたりの間に割っていく。

「セイン、やめて。結果的にはバレちゃったけど、でもルーシアスにはたくさん助けてもらっているの」

「そっか。わかった。ちょっぴり怒っちゃってごめんね。リアを助けてくれてありがとう、ルーシアス。恩に切るよ」

「やめろ、馴れ馴れしい。お前に呼び捨ては許可していない」

　ルーシアスの怒りの声を「あはは」と笑い飛ばしてから、セインはにこやかに告げる。

「で、ルーシアス、悪いんだけどさー。僕たち着替えるから、廊下に出ててくれない？　終わったら、すぐに呼ぶから」

　王子相手になんて怖いもの知らずなのだとリアとルイスは縮み上がり、ふたり一斉に「申し訳ありません」と頭を下げた。

　ルーシアスは大きくため息をついてから、「わかってる、こういう奴だって」と呟きつつ部屋から出て行った。

　ルイスが応接室の隅にあったパーテーションをガタガタ音を立てながら移動するのを見て、あれがあるなら平気だったのにとリアは項垂れる。

「何もあんな言い方で追い出さなくても」

　ついぼやくと、早速ドレスを脱ごうとしていたセインがすっと目を細めた。

「え、何？　まさかルーシアスの前で堂々と着替えていた訳じゃないよね？　……ところで、どういう事情で女だってバレたの？　その唇の怪我は何？」

「そっ。それは……ルーシアスの勘が鋭すぎて誤魔化しきれなかった、って言うか。あっ、もちろん、この傷はルーシアスとは関係ないわ」

　じろりと怪しむような眼差しを受け、リアはそそくさとパーテーションの向こうへと移動する。裸を見られてバレたなんて、口が裂けても言えない。

「はぁ。キツかった」とセインが脱いだドレスを、リアはルイスに手伝ってもらいながら着替え終えたあと、室内へと呼び入れたルーシアスと向き合い立つ。

　ずっと男の格好をしていたためか、こうして女性として彼の前に立つのが気恥ずかしくてたまらない。

「リア、君をとっても愛しく思う」

　手をそっと掴まれる。自分に向けられる真剣な眼差しにリアが頬を赤らめると、「あーあ」と制服の上着を羽織りながらセインがつまらなさそうに声をあげた。

「人に無関心なルーシアスが、よりによって僕の可愛いリアに関心を示すなんて。今後、僕を見て欲情しないでよね。迷惑だから」

「するわけないだろ、こんなに腹立たしいのに！　……リアは大変だな。はた迷惑な兄に振り回されて、身代わりまで」

　ルーシアスにぎろりと睨まれてセインは「あはは」と笑っていたが、続いた言葉で笑みが不敵に変化した。

「あれ、聞いていないの？　身代わりはリア自身が望んだものだよ。あぁそうそう、ロンダネルのある人から、リアへの贈り物を預かってきたよ」

　そう言って、セインはソファーの傍に無造作に置いてあった小さな紙袋を乱暴にテーブルの上に置いて、それに恨みのこもった眼差しを向ける。

　ロンダネルと言えば、スカーレット王子。セインがルーシアスに余計なことを話すんじゃないかと、リアは一気にソワソワし始める。

「ロンダネル？　お前、リアに試験を受けさせている間、旅行していたのか。呆れたやつだ」

「やだなぁ、敵情視察だよ」

「敵情？」

　それ以上はいけない。リアは話題を変えるべく慌てて試験の話をしようとするが、セインの口を閉じさせることはできなかった。

「リアはスカーレット王子が好きなんだ。僕と身代わりで試験を受けたのも、うまくいったらロンダネルに留学させてもらえるからだし」

「……スカーレット」

　ピリッとルーシアスの纏う空気が張り詰め、リアは顔を青くさせる。しかし、セインは爆弾をまだまだ投げつけてくる。

「そしてこれはスカーレット王子から。首飾りだって。彼、リアのことよーく覚えていた。目をキラキラさせて本を選んでいたあの可愛らしい子のことだよねって。リアが気になって素性を調べさせていたみたい」

「……へぇ」

「ロンダネルへの留学が決まったらぜひ一報をだって。もちろん無視したけど」

「よくやった」

　先ほどまでセインに対して不快感を露わにしていたルーシアスが、軽く手を叩いて褒め称える。

　テーブルの上にスカーレット王子からの贈り物。どんな首飾りなのかどうしても気になりリアは手を伸ばしたが、ふたりから不満げな顔で見つめられ、ゆっくりと手を引っ込めた。


　筆記試験が終わったことで、リアの日常が戻ってくる。

　変わったのは、老犬を家族として迎え入れたことと、ルーシアスと離れたことで心に生まれた空虚感。

　一週間後、実技試験も問題なくやり遂げたと、そして、あのバカドビートに優しく仕返ししておいたからねとハートマーク付きでセインから手紙が届いた頃にはさらに悪化していて、リアはルーシアスに会えない寂しさから、毎日ぼんやりとため息ばかりついていた。

　その三日後、朝食を終えて自室でぼーっと天井を見つめていると、顔を青ざめさせた父パスアルがリアの部屋に飛び込んできた。

「いくらお父様でも、ノックくらいしてください。私も年頃の娘なのですから」

「リ、リア。なぜ黙っていた」

「なんのことですか？」

「王子に、身代わりがバレていたのだろう」

　突きつけられた言葉に、思わずリアは座っていた椅子から立ち上がり、身を竦ませる。

「ど、どうしてそれを」

「ルーシアス様から聞いた。……たった今」

「たった今？」

　言葉の意味がわからず動揺しているとギギッと扉が開き、「失礼する」とルーシアスその人が部屋に入ってきた。

「ルーシアス様！」

　驚きよりも嬉しさに突き動かされ、リアはルーシアスの元へ笑顔で駆け寄っていく。そんなリアへとルーシアスは両手を広げ、胸元で受け止める。

　最初は顔を強張らせていたパスアルだったが、娘の様子と娘を愛しげに見つめるルーシアスの眼差しに気づき、徐々に唖然とした表情へと変化していく。

「……あの、ルーシアス様。娘と私を咎めにやってきたのでは？」

「そんなことはひと言も言っていない。さっき言った通り、リアに会いたくて訪ねただけだ」

「そ、そうですか！　それは光栄です！　どうぞどうぞ、ゆっくりしていってください」

　娘がルーシアスのお気に入りになったことを察した瞬間、パスアルは満面の笑みを浮かべ、揉み手をしながら後退し、そそくさと部屋を出て行った。

「すまない。前触れもなく、我慢できずにやって来てしまったから、ミルバルト公爵をひどく動揺させてしまったようだ」

「いえ。ルーシアスにバレてしまったと言えなかった私が悪いので」

　リアは我慢できず、ルーシアスにぎゅっと抱きつくと、ルーシアスが優しくリアの頭を撫でた。

「お会いしたくて、どうにかなりそうでした」

「奇遇だな。俺もだ」

　顔を見合わせてふふふと笑ってから、リアは浮かんだ疑問を口にする。

「でも、本当なら今ごろ授業中では？」

「抜け出してきた。筆記試験の結果を確認したら、居ても立ってもいられなくなって」

　ルーシアスはリアの首元に顔を埋めて、甘く囁きかける。

「一教科だけ点数でリアに負けた」

「あの時の約束を、覚えていてくれたんですね！」

「もちろん。何か希望はあるか？」

　リアは緊張を覚えながら、「それじゃあ、ルーシアス」と呼びかける。改めて向かい合い、気持ちを込めてお願いを言葉にした。

「あなたと一緒にいたいです。恋人として、これからもずっと変わらず、お側にいさせてください」

　ルーシアスは柔らかく微笑んで、緊張で身動きできないリアの体を両腕でしっかりと抱きしめる。

「俺が勝っても同じことを言っていた。リア、愛してる」

　望み焦がれていた言葉に涙を滲ませ、リアもぎゅっとルーシアスを抱きしめ返す。

「……ロンダネルへの留学の件だが。どうしてもと言うなら、俺も共に行く。絶対にひとりで行かせるもんか」

「それなら留学ではなく旅行として、いつか私を連れて行ってください。ルーシアスと一緒に、たくさんの景色を見たいのです」

「承知した。卒業後、必ず」

　交わした約束に誓いを立てるように、そっと唇に唇が押し付けられた。


　三ヶ月後、リアの姿は再びサンクラートアカデミーの敷地内に建つ寮内の応接室にあった。

「いろいろ心配だなぁ。無事に乗り切ってよ？」

　女装して可愛らしく変身したセインの不機嫌な発言に、男子制服に身を包んですっかりセインの見た目になったリアはにこりと笑う。

「大丈夫、任せて。今度もしっかり身代わりを果たしてみせるわ」

「そうじゃなくて……」と文句がちにぶつぶつ言っているセインと、付き添いのルイスを部屋に残して廊下へと出て、腕を組んで壁にもたれて待っていたルーシアスの元へリアは駆け寄る。

「その格好、久しぶりだな」

「また一週間、よろしくね」



		
　フラワームーンナイト１、

　ルーシアス　シークレットルート、

　ハッピーエンド
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